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Mitophagy Detection Kit

低分子蛍光プローブにより生細胞中の
マイトファジーを簡便に検出できる。
低分子蛍光プローブにより生細胞中の
マイトファジーを簡便に検出できる。

マイトファジーの検出マイトファジーの検出鉄（II）の検出 鉄（II）の検出 

膜電位の検出（JC-1）膜電位の検出（JC-1）
JC-1 MitoMP Detection Kit

脂溶性過酸化物の検出脂溶性過酸化物の検出

Mito-FerroGreen

ミトコンドリア内の 2 価鉄を選択的に
検出できる。

スーパーオキサイドの検出 スーパーオキサイドの検出 
mtSOX Deep Red - Mitochondrial

Superoxide Detection

ミトコンドリアスーパーオキサイドを
長波長励起（Deep Red）で検出可能

MitoPeDPP

ROS により酸化障害を受けたミトコ
ンドリア中の脂溶性過酸化物を検出
できる。

Extracellular OCR

Plate Assay Kit

Extracellular OCR

Plate Assay Kit

酸素消費速度（OCR）の検出酸素消費速度（OCR）の検出

ミトコンドリア膜電位を簡便な操作で検出ができる。またイメージン
グ検出の他、実験に応じて定量解析、多検体処理への対応可能。

細胞の OCR を汎用の蛍光プレート
リーダーで測定可能。
細胞の OCR を汎用の蛍光プレート
リーダーで測定可能。

細胞機能解析とは

再生医療再生医療
がんがん

神経疾患神経疾患

パーキンソン病パーキンソン病

ミトコンドリアミトコンドリア

細胞内代謝細胞内代謝

細胞老化細胞老化
細胞死細胞死

美容美容

肥満肥満

疾病の解明や治療薬の開発の医療分野だけではなく、化粧品業界においても細胞機能の働きに注目が高まっています。
細胞機能のなかでも細胞内代謝・細胞老化・ミトコンドリアの働きは密接に関係していることが分かっており、複数の働きを組合わせた解析
が求められるようになってきています。

疾病の解明や治療薬の開発の医療分野だけではなく、化粧品業界においても細胞機能の働きに注目が高まっています。
細胞機能のなかでも細胞内代謝・細胞老化・ミトコンドリアの働きは密接に関係していることが分かっており、複数の働きを組合わせた解析
が求められるようになってきています。

細胞内の代謝システムである、解糖系やミトコンドリアにおける
TCA回路、電子伝達系等の解析は、細胞状態を理解する上で重要
です。
これらの代謝システムを理解するため、グルコースや乳酸、NAD

（P）+/NAD（P）Hといった代謝産物や栄養素の取り込み、ミトコン
ドリア活性に関わるミトコンドリア膜電位、酸素消費速度
（Oxygen Consumption Rate：OCR）等が評価されており、それぞ
れの指標を検出する試薬をラインナップしています。

細胞内の代謝システムである、解糖系やミトコンドリアにおける
TCA回路、電子伝達系等の解析は、細胞状態を理解する上で重要
です。
これらの代謝システムを理解するため、グルコースや乳酸、NAD

（P）+/NAD（P）Hといった代謝産物や栄養素の取り込み、ミトコン
ドリア活性に関わるミトコンドリア膜電位、酸素消費速度
（Oxygen Consumption Rate：OCR）等が評価されており、それぞ
れの指標を検出する試薬をラインナップしています。

本誌では、細胞内代謝・ミトコンドリア・細胞老化、そのほか細胞機能の解析に最適化した製品を各分野で掲載しています。
オンラインセミナーや学術情報、製品を併用したデータを小社ホームページで公開しています。
本誌では、細胞内代謝・ミトコンドリア・細胞老化、そのほか細胞機能の解析に最適化した製品を各分野で掲載しています。
オンラインセミナーや学術情報、製品を併用したデータを小社ホームページで公開しています。
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細胞内代謝細胞内代謝

ミトコンドリア研究用試薬として、損傷ミトコンドリアの品質管理システムであるマイトファジー検出をはじめ、酸素消費速度の検出、
ROS活性酸素種の検出および ROSにより酸化を受け生じた過酸化脂質などの脂溶性過酸化物の検出試薬をご用意しています。
さらにミトコンドリア染色用および膜電位依存的な各種蛍光プローブもラインナップしています。

ミトコンドリア研究用試薬として、損傷ミトコンドリアの品質管理システムであるマイトファジー検出をはじめ、酸素消費速度の検出、
ROS活性酸素種の検出および ROSにより酸化を受け生じた過酸化脂質などの脂溶性過酸化物の検出試薬をご用意しています。
さらにミトコンドリア染色用および膜電位依存的な各種蛍光プローブもラインナップしています。

ミトコンドリアミトコンドリア

... p.8... p.8

... p.16... p.16
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細胞の生存および死をコントロールするために備わったアポトーシスやネクロ―シス、オートファジー、細胞老化は、細胞内機能を理解す
るうえで非常に重要です。その中でも細胞老化は、近年ガン化因子として知られる SASP の発見や、Stem cell 分野での老化現象の発見が認
められるなど、各分野で重要視されてきています。
小社では、細胞老化の評価方法および評価目的に応じて選択できるキットをラインナップしています。

細胞の生存および死をコントロールするために備わったアポトーシスやネクロ―シス、オートファジー、細胞老化は、細胞内機能を理解す
るうえで非常に重要です。その中でも細胞老化は、近年ガン化因子として知られる SASP の発見や、Stem cell 分野での老化現象の発見が認
められるなど、各分野で重要視されてきています。
小社では、細胞老化の評価方法および評価目的に応じて選択できるキットをラインナップしています。

細胞老化が誘導されると、SA-β-galの発現亢進や不可逆的な細胞増殖停止といった現象が見られるほか、DNAダメージが蓄積した老化細
胞では、ミトコンドリア機能の低下によりエネルギー産生を解糖系にシフトします。Doxorubicin（DOX）処理により細胞老化が誘導された
A549（ヒト肺胞基底土皮線癌）細胞において起こる変化を複数の試薬を用いて評価しました。

細胞老化が誘導されると、SA-β-galの発現亢進や不可逆的な細胞増殖停止といった現象が見られるほか、DNAダメージが蓄積した老化細
胞では、ミトコンドリア機能の低下によりエネルギー産生を解糖系にシフトします。Doxorubicin（DOX）処理により細胞老化が誘導された
A549（ヒト肺胞基底土皮線癌）細胞において起こる変化を複数の試薬を用いて評価しました。

DNA Damage Detection Kit - γH2AX- GreenDNA Damage Detection Kit - γH2AX- Green

NAD/NADH Assay Kit-WST NAD/NADH Assay Kit-WST 

エネルギー産生：酸化的リン酸化から解糖系にシフト≒解糖系亢進

Glycolysis/OXPHOS Assay KitGlycolysis/OXPHOS Assay Kit

細胞老化細胞老化 ... p.27... p.27

SA-β-Gal の亢進

緑色：本キットによる SA-β-gal染色
赤色：γH2AX染色
青色：DAPIによる核染色

WI-38細胞（継代数 13）WI-38細胞（継代数 13）
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DNA損傷の蓄積

Green Red Deep Red

核小体の肥大化

継
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青色：DAPI　矢印：核小体

Nucleolus Bright Green Nucleolus Bright Red

実験例：細胞老化に伴う細胞内代謝変化を見る実験例：細胞老化に伴う細胞内代謝変化を見る

DNA 損傷を伴う老化により引き起こされる現象 

指標を組み合わせた現象の理解

DNA損傷の蓄積：γ2AX発現亢進DNA損傷の蓄積：γ2AX発現亢進

DNA修復機構活性化による細胞内 NAD+減少DNA修復機構活性化による細胞内 NAD+減少

ミトコンドリア機能低下（Complex I の損傷）ミトコンドリア機能低下（Complex I の損傷）

Ctrl DOX

Ctrl DOX

Ctrl DOX

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGalCellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

ミトコンドリア膜電位の低下
JC-1 MitoMP Detection Kit           

ミトコンドリア膜電位の低下
JC-1 MitoMP Detection Kit           

酸素消費速度（OCR）の低下
Extracellular OCR Plate

Assay Kit

酸素消費速度（OCR）の低下
Extracellular OCR Plate

Assay Kit

老化亢進：SA-β-Gal発現亢進老化亢進：SA-β-Gal発現亢進

DNA損傷 DNA修復

DNA修復機構の活性化
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■Glycolytic

■Mitochondrial

解糖系に依存した
ATP産生

ATP
Production

Glycolysis

OXPHOS

ADP/ATP Ratioの上昇
ADP/ATP Ratio Assay Kit

-Luminescence       

ADP/ATP Ratioの上昇
ADP/ATP Ratio Assay Kit

-Luminescence       

SIRT1の活性化≒ミトコンドリア機能亢進

高膜電位 低膜電位

SIRT1SIRT1

解糖系亢進解糖系亢進

PARPの活性化➡
NAD+消費量増加≒細胞内 NAD量減少

   ... p.28    ... p.27

   ... p.19       ... p.13
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細胞機能解析 目次
生／死細胞
細胞増殖毒性
細胞毒性測定
生細胞・死細胞測定
細胞数補正
細胞周期測定

細胞内代謝
グルコース測定
乳酸測定
NAD＋/NADH 測定
NADP＋/NADPH 測定
グルタミン測定
グルタミン酸測定
α-ケトグルタル酸測定
ATP測定
解糖系/酸化的リン酸化測定
ADP/ATP比測定
グルコース取り込み検出
アミノ酸取り込み検出
シスチン取り込み検出
脂肪酸取り込み検出

ミトコンドリア
ミトコンドリア染色
免疫染色用ミトコンドリア検出蛍光色素
ミトコンドリア膜電位検出
ミトコンドリア膜電位検出
脂溶性過酸化物検出
酸素消費速度プレートアッセイ
ミトコンドリアスーパーオキサイド
検出用蛍光色素
一重項酸素検出
マイトファジー検出
マイトファジー検出
ミトコンドリア鉄イオン検出

酸化ストレス
トータルROS検出
耐光性トータルROS検出
脂質過酸化検出
過酸化脂質検出
マロンジアルデヒド測定

生／死細胞
細胞増殖毒性
細胞毒性測定
生細胞・死細胞測定
細胞数補正
細胞周期測定

細胞内代謝
グルコース測定
乳酸測定
NAD＋/NADH 測定
NADP＋/NADPH 測定
グルタミン測定
グルタミン酸測定
α-ケトグルタル酸測定
ATP測定
解糖系/酸化的リン酸化測定
ADP/ATP比測定
グルコース取り込み検出
アミノ酸取り込み検出
シスチン取り込み検出
脂肪酸取り込み検出

ミトコンドリア
ミトコンドリア染色
免疫染色用ミトコンドリア検出蛍光色素
ミトコンドリア膜電位検出
ミトコンドリア膜電位検出
脂溶性過酸化物検出
酸素消費速度プレートアッセイ
ミトコンドリアスーパーオキサイド
検出用蛍光色素
一重項酸素検出
マイトファジー検出
マイトファジー検出
ミトコンドリア鉄イオン検出

酸化ストレス
トータルROS検出
耐光性トータルROS検出
脂質過酸化検出
過酸化脂質検出
マロンジアルデヒド測定

Cell Counting Kit-8

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Viability/Cytotoxicity Multiplex Assay Kit

Cell Count Normalization Kit

Cell Cycle Assay Solution Deep Red / Blue

Glucose Assay Kit-WST

Lactate Assay Kit-WST

NAD/NADH Assay Kit-WST

NADP/NADPH Assay Kit-WST

Glutamine Assay Kit-WST

Glutamate Assay Kit-WST

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

ATP Assay Kit-Luminescence

Glycolysis/OXPHOS Assay Kit

ADP/ATP Ratio Assay Kit-Luminescence  

Glucose Uptake Assay kit-Blue / Green / Red

Amino Acid Uptake Assay Kit

Cystine Uptake Assay Kit

Fatty Acid Uptake Assay Kit

MitoBright LT Green / Red / Deep Red

MitoBright IM Red for Immunostaining

JC-1 MitoMP Detection Kit

MT-1 MitoMP Detection Kit

MitoPeDPP

Extracellular OCR Plate Assay Kit

mtSOX Deep Red - Mitochondrial Superoxide Detection

Si-DMA for Mitochondrial Singlet Oxygen Imaging

Mitophagy Detection Kit 

Mtphagy Dye

Mito-FerroGreen

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

Lipid Peroxidation Probe -BDP 581/591 C11-

Liperfluo

MDA Assay Kit

Cell Counting Kit-8

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Viability/Cytotoxicity Multiplex Assay Kit

Cell Count Normalization Kit

Cell Cycle Assay Solution Deep Red / Blue

Glucose Assay Kit-WST

Lactate Assay Kit-WST

NAD/NADH Assay Kit-WST

NADP/NADPH Assay Kit-WST

Glutamine Assay Kit-WST

Glutamate Assay Kit-WST

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

ATP Assay Kit-Luminescence

Glycolysis/OXPHOS Assay Kit

ADP/ATP Ratio Assay Kit-Luminescence  

Glucose Uptake Assay kit-Blue / Green / Red

Amino Acid Uptake Assay Kit

Cystine Uptake Assay Kit

Fatty Acid Uptake Assay Kit

MitoBright LT Green / Red / Deep Red

MitoBright IM Red for Immunostaining

JC-1 MitoMP Detection Kit

MT-1 MitoMP Detection Kit

MitoPeDPP

Extracellular OCR Plate Assay Kit

mtSOX Deep Red - Mitochondrial Superoxide Detection

Si-DMA for Mitochondrial Singlet Oxygen Imaging

Mitophagy Detection Kit 

Mtphagy Dye

Mito-FerroGreen

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

Lipid Peroxidation Probe -BDP 581/591 C11-

Liperfluo

MDA Assay Kit
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細胞内鉄イオン測定
グルタチオン定量

生体硫黄
生体硫黄解析用
生体硫黄解析用
硫化水素検出
硫化水素検出
サルフェン硫黄検出
生体硫黄解析用
タンパク質チオール化検出
タンパク質チオール化検出

細胞老化
β 検出（イメージング・FCM）
β 検出（プレートアッセイ）

γ 検出

核小体検出
脂肪滴
脂肪滴染色
脂肪滴測定

膜動態 膜形態
細胞膜染色

リソソーム染色

リソソーム 検出
リソソーム 検出
エンドサイトーシス検出

センサーラベル化

オートファジー
オートファゴソーム検出
オートリソソーム検出
免疫染色用青色蛍光基質

エクソソーム
エクソソーム精製
エクソソーム精製

エクソソーム膜蛍光染色

エクソソームタンパク質蛍光染色

抗体標識
一次抗体標識

細胞内鉄イオン測定
グルタチオン定量

生体硫黄
生体硫黄解析用
生体硫黄解析用
硫化水素検出
硫化水素検出
サルフェン硫黄検出
生体硫黄解析用
タンパク質チオール化検出
タンパク質チオール化検出

細胞老化
β 検出（イメージング・FCM）
β 検出（プレートアッセイ）

γ 検出

核小体検出
脂肪滴
脂肪滴染色
脂肪滴測定

膜動態 膜形態
細胞膜染色

リソソーム染色

リソソーム 検出
リソソーム 検出
エンドサイトーシス検出

センサーラベル化

オートファジー
オートファゴソーム検出
オートリソソーム検出
免疫染色用青色蛍光基質

エクソソーム
エクソソーム精製
エクソソーム精製

エクソソーム膜蛍光染色

エクソソームタンパク質蛍光染色

抗体標識
一次抗体標識

FerroOrange

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal

 - γH2AX

CLAMP F405-Signal Boosting

 Isolation Filter

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

FerroOrange

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal

 - γH2AX

CLAMP F405-Signal Boosting

 Isolation Filter
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4

細胞機能解析 目次
生／死細胞
細胞増殖毒性
細胞毒性測定
生細胞・死細胞測定
細胞数補正
細胞周期測定

細胞内代謝
グルコース測定
乳酸測定

＋ 測定
＋ 測定

グルタミン測定
グルタミン酸測定
α ケトグルタル酸測定
測定

解糖系酸化的リン酸化測定
比測定

グルコース取り込み検出
アミノ酸取り込み検出
シスチン取り込み検出
脂肪酸取り込み検出

ミトコンドリア
ミトコンドリア染色
免疫染色用ミトコンドリア検出蛍光色素
ミトコンドリア膜電位検出
ミトコンドリア膜電位検出
脂溶性過酸化物検出
酸素消費速度プレートアッセイ
ミトコンドリアスーパーオキサイド
検出用蛍光色素
一重項酸素検出
マイトファジー検出
マイトファジー検出
ミトコンドリア鉄イオン検出

酸化ストレス
トータル 検出
耐光性トータル 検出
脂質過酸化検出
過酸化脂質検出
マロンジアルデヒド測定

生／死細胞
細胞増殖毒性
細胞毒性測定
生細胞・死細胞測定
細胞数補正
細胞周期測定

細胞内代謝
グルコース測定
乳酸測定

＋ 測定
＋ 測定

グルタミン測定
グルタミン酸測定
α ケトグルタル酸測定
測定

解糖系酸化的リン酸化測定
比測定

グルコース取り込み検出
アミノ酸取り込み検出
シスチン取り込み検出
脂肪酸取り込み検出

ミトコンドリア
ミトコンドリア染色
免疫染色用ミトコンドリア検出蛍光色素
ミトコンドリア膜電位検出
ミトコンドリア膜電位検出
脂溶性過酸化物検出
酸素消費速度プレートアッセイ
ミトコンドリアスーパーオキサイド
検出用蛍光色素
一重項酸素検出
マイトファジー検出
マイトファジー検出
ミトコンドリア鉄イオン検出

酸化ストレス
トータル 検出
耐光性トータル 検出
脂質過酸化検出
過酸化脂質検出
マロンジアルデヒド測定

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

Fatty Acid Uptake Assay Kit

Mito-FerroGreen

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

Fatty Acid Uptake Assay Kit

Mito-FerroGreen

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-
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細胞内鉄イオン測定
グルタチオン定量

生体硫黄
生体硫黄解析用
生体硫黄解析用
硫化水素検出
硫化水素検出
サルフェン硫黄検出
生体硫黄解析用
タンパク質チオール化検出
タンパク質チオール化検出

細胞老化
SA-β-gal検出（イメージング・FCM）
SA-β-gal検出（プレートアッセイ）

γH2AX 検出

核小体検出
脂肪滴
脂肪滴染色
脂肪滴測定

膜動態 /膜形態
細胞膜染色

リソソーム染色

リソソーム pH検出
リソソーム pH検出
エンドサイトーシス検出

pHセンサーラベル化

オートファジー
オートファゴソーム検出
オートリソソーム検出
免疫染色用青色蛍光基質

エクソソーム
エクソソーム精製
エクソソーム精製

エクソソーム膜蛍光染色

エクソソームタンパク質蛍光染色

抗体標識
一次抗体標識

細胞内鉄イオン測定
グルタチオン定量

生体硫黄
生体硫黄解析用
生体硫黄解析用
硫化水素検出
硫化水素検出
サルフェン硫黄検出
生体硫黄解析用
タンパク質チオール化検出
タンパク質チオール化検出

細胞老化
SA-β-gal検出（イメージング・FCM）
SA-β-gal検出（プレートアッセイ）

γH2AX 検出

核小体検出
脂肪滴
脂肪滴染色
脂肪滴測定

膜動態 /膜形態
細胞膜染色

リソソーム染色

リソソーム pH検出
リソソーム pH検出
エンドサイトーシス検出

pHセンサーラベル化

オートファジー
オートファゴソーム検出
オートリソソーム検出
免疫染色用青色蛍光基質

エクソソーム
エクソソーム精製
エクソソーム精製

エクソソーム膜蛍光染色

エクソソームタンパク質蛍光染色

抗体標識
一次抗体標識

FerroOrange

GSSG/GSH Quantification Kit

-SulfoBiotics- Sodium Polysulfide Set

-SulfoBiotics- Sulfide dibimane

-SulfoBiotics- HSip-1

-SulfoBiotics- HSip-1 DA

-SulfoBiotics- SSP4

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

-SulfoBiotics- Biotin-HPDP(WS) solution

-SulfoBiotics- PEG-PC Mal

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal

DNA Damage Detection Kit

 - γH2AX - Green / Red / Deep Red

Nucleolus Bright Green / Red

Lipi-Blue / Green / Red / Deep Red

Lipid Droplet Assay Kit - Blue / Deep Red

PlasMem Bright Green / Red

LysoPrime Green / Deep Red

 - High Specificity and pH Resistance

pHLys Red - Lysosomal Acidic pH Detection

Lysosomal Acidic pH Detection Kit

ECGreen-Endocytosis Detection

AcidSensor Labeling Kit

 – Endocytic Internalization Assay

DAPGreen / Red - Autophagy Detection

DALGreen - Autophagy Detection

CLAMP F405-Signal Boosting

ExoIsolator Exosome Isolation Kit

ExoIsolator Isolation Filter

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit

　　　　　　　　　　-Green / Red / Deep Red

ExoSparkler Exosome Protein Labeling Kit

　　　　　　　　　　-Green / Red / Deep Red

Labeling Kit series

FerroOrange

GSSG/GSH Quantification Kit

-SulfoBiotics- Sodium Polysulfide Set

-SulfoBiotics- Sulfide dibimane

-SulfoBiotics- HSip-1

-SulfoBiotics- HSip-1 DA

-SulfoBiotics- SSP4

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

-SulfoBiotics- Biotin-HPDP(WS) solution

-SulfoBiotics- PEG-PC Mal

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal

DNA Damage Detection Kit

 - γH2AX - Green / Red / Deep Red

Nucleolus Bright Green / Red

Lipi-Blue / Green / Red / Deep Red

Lipid Droplet Assay Kit - Blue / Deep Red

PlasMem Bright Green / Red

LysoPrime Green / Deep Red

 - High Specificity and pH Resistance

pHLys Red - Lysosomal Acidic pH Detection

Lysosomal Acidic pH Detection Kit

ECGreen-Endocytosis Detection

AcidSensor Labeling Kit

 – Endocytic Internalization Assay

DAPGreen / Red - Autophagy Detection

DALGreen - Autophagy Detection

CLAMP F405-Signal Boosting

ExoIsolator Exosome Isolation Kit

ExoIsolator Isolation Filter

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit

　　　　　　　　　　-Green / Red / Deep Red

ExoSparkler Exosome Protein Labeling Kit

　　　　　　　　　　-Green / Red / Deep Red

Labeling Kit series

F374

G257

SB13

SB15

SB21

SB22

SB10

SB12

SB17

SB20

SG03

SG05

G265 / G266 / G267

N511 / N512

LD01 / LD02 / LD03 / LD04

LD05 / LD06

P504 / P505

L261 / L264

L265

L266

E296

A558

D676 / D677

D675

C554

EX10

EX11

EX01 / EX02 / EX03

EX04 / EX05 / EX06

Labeling Kit series

F374

G257

SB13

SB15

SB21

SB22

SB10

SB12

SB17

SB20

SG03

SG05

G265 / G266 / G267

N511 / N512

LD01 / LD02 / LD03 / LD04

LD05 / LD06

P504 / P505

L261 / L264

L265

L266

E296

A558

D676 / D677

D675

C554

EX10

EX11

EX01 / EX02 / EX03

EX04 / EX05 / EX06

Labeling Kit series
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操作

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

培養細胞へ試薬を添加するだけで培地の色が変化します。

CCK-8を添加 1~4時間インキュベート 吸光度（450 nm）を測定

Working Solution添加
（高コントロールのみ 30分前に

Lysis Bufferを添加）

発色反応（30分間） Stop Solution添加により
反応停止

吸光度（490 nm）測定

培養上清を使った評価もでき、残りの細胞は他アッセイに利用できます。Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

1~

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Cell Counting Kit-8

Cell Counting Kit-8

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

100回用
500回用

2,500回用
5,000回用

10,000回用

100 tests

500 tests

2,000 tests

¥ 6,200

¥ 15,400

¥ 42,600

¥ 79,200

¥ 113,000

¥ 11,200

¥ 29,700

¥ 44,400

341-07761

347-07621

343-07623

341-07624

341-08001

347-91751

343-91753

341-91754

CK04

CK12

同仁化学研究所が開発したWST法で細胞内代謝活性を指標に生細胞を測定するキットです。
測定の手軽さ、試薬の長期安定性、再現性の高さなどの点から細胞増殖試験や細胞毒性試験など幅広く利用されています。
同仁化学研究所が開発したWST法で細胞内代謝活性を指標に生細胞を測定するキットです。
測定の手軽さ、試薬の長期安定性、再現性の高さなどの点から細胞増殖試験や細胞毒性試験など幅広く利用されています。

細胞から培地中に放出された乳酸脱水素酵素（LDH）活性を測定することで、細胞毒性を測定するキットです。
なお LDH アッセイ法は、細胞毒性を測定する際に Cell Counting Kit-8（WST 法）や MTT 法などと併せて用いられるケースが増えています。
細胞から培地中に放出された乳酸脱水素酵素（LDH）活性を測定することで、細胞毒性を測定するキットです。
なお LDH アッセイ法は、細胞毒性を測定する際に Cell Counting Kit-8（WST 法）や MTT 法などと併せて用いられるケースが増えています。

測定原理

死細胞測定Cytotoxicity LDH Assay Kit - WSTCytotoxicity LDH Assay Kit - WST

LDH

Cell Counting Kit - 8Cell Counting Kit - 8

Cell Counting Kit-8を用いた評価では、NADHを指標とした
生細胞内の代謝活性を確認することができます。

LDH Assay Kit を用いた評価では、細胞膜の傷害に
より細胞外へ漏れ出した LDH の活性を死細胞の
指標として確認することができます。

WST formazan

Electron
mediator
Electron
mediator

NAD+

NADH

WST formazan

WST

WST formazan

Pyruvate

LDHLDH Electron
mediator
Electron
mediator

NAD+

NADH

WST formazan

WST

Lactate

を用いた評価では、
生細胞内の代謝活性を確認することができます。
Cell Counting Kit-8Cell Counting Kit-8を用いた評価では、を用いた評価では、
生細胞内の代謝活性を確認することができます。生細胞内の代謝活性を確認することができます。

生細胞測定

細胞増殖・細胞毒性のスタンダード

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Cell Counting Kit-8を用いた評価では、を用いた評価では、
生細胞内の代謝活性を確認することができます。
Cell Counting Kit-8Cell Counting Kit-8を用いた評価では、
生細胞内の代謝活性を確認することができます。生細胞内の代謝活性を確認することができます。生細胞内の代謝活性を確認することができます。

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Cell Counting Kit-8

最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁

CK04  

細胞毒性測定キット
Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

細胞増殖 /細胞毒性測定キット
Cell Counting Kit-8

CK12  

プレート
リーダー

プレート
リーダー

5
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500 tests ¥ 33,900 346-09271 CK17

優れたコストパフォーマンス

細胞傷害性の評価を 2つの視点から

生細胞測定（Cell Counting Kit-8）500回用、死細胞測定（Cytotoxicity LDH Assay Kit） 500 testsを 包装のセットです。
細胞増殖測定・細胞毒性測定を行う方へのスターターキットとしても、お求めやすい価格になりました。

細胞傷害性を確認する際、生細胞のみ又は死細胞のみを指標とした評価では、データの信頼性が十分でない場合もあることから、測定原
理の異なる複数の指標で評価することで実験の裏付けを行うケースが増えています。

品名 容量 価格
Viability/Cytotoxicity Multiplex Assay Kit ※

Cell Counting Kit-8

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

500 回用
500 tests

¥15,400

¥29,700

500 tests
セットで

 お
得
!セットで

 お
得
!

¥33,900

・生細胞測定
・死細胞測定
・生細胞測定
・死細胞測定

※セット内容※セット内容

本キットは、生細胞測定用として Cell Counting Kit-8（CCK-8）、死細胞測定用として Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST（LDH Assay 

Kit）をセットにしており、何れも同じ吸光度波長でのプレートアッセイで評価できます。また同じ細胞サンプルを使い一度に生細胞と
死細胞を評価できるため手間と時間を抑えることができます。

膜損傷を受けた死細胞の評価

代謝活性測定による生細胞の評価

培養上清培養上清

生細胞：代謝活性（CCK-8、MTT、MTS、XTT等）

1つの指標（生細胞）での評価 2つの指標（生細胞・死細胞）での評価
生細胞：代謝活性（CCK-8、MTT、MTS、XTT等）
死細胞：細胞膜損傷（LDH Assay Kit）死細胞

生細胞生細胞

2 つの指標で評価する理由

同じ細胞サンプルが使える

Viability/Cytotoxicity Multiplex Assay Kit

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Cytotoxicity LDH Assay Kit - WST

）をセットにしており、何れも同じ吸光度波長でのプレートアッセイで評価できます。また同じ細胞サンプルを使い一度に生細胞と

Cytotoxicity LDH Assay Kit - WST

Cell Counting Kit - 8Cell Counting Kit - 8

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

）をセットにしており、何れも同じ吸光度波長でのプレートアッセイで評価できます。また同じ細胞サンプルを使い一度に生細胞と
死細胞を評価できるため手間と時間を抑えることができます。死細胞を評価できるため手間と時間を抑えることができます。

Cytotoxicity LDH Assay Kit-WST

Cell Counting Kit-8

最新情報へ

利用装置

同仁CK17  細胞増殖・細胞毒性アッセイキット
Viability/Cytotoxicity Multiplex Assay Kit

プレート
リーダー

操作

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

培養細胞へ試薬を添加するだけで培地の色が変化します。

を添加 時間インキュベート 吸光度（ ）を測定

添加
（高コントロールのみ 分前に

を添加）

発色反応（ 分間） 添加により
反応停止

吸光度（ ）測定

培養上清を使った評価もでき、残りの細胞は他アッセイに利用できます。

回用
回用
回用
回用
回用

同仁化学研究所が開発した 法で細胞内代謝活性を指標に生細胞を測定するキットです。
測定の手軽さ、試薬の長期安定性、再現性の高さなどの点から細胞増殖試験や細胞毒性試験など幅広く利用されています。
同仁化学研究所が開発した 法で細胞内代謝活性を指標に生細胞を測定するキットです。
測定の手軽さ、試薬の長期安定性、再現性の高さなどの点から細胞増殖試験や細胞毒性試験など幅広く利用されています。

細胞から培地中に放出された乳酸脱水素酵素（ ）活性を測定することで、細胞毒性を測定するキットです。
なお アッセイ法は、細胞毒性を測定する際に （ 法）や 法などと併せて用いられるケースが増えています。
細胞から培地中に放出された乳酸脱水素酵素（ ）活性を測定することで、細胞毒性を測定するキットです。
なお アッセイ法は、細胞毒性を測定する際に （ 法）や 法などと併せて用いられるケースが増えています。

測定原理

死細胞測定

を用いた評価では、 を指標とした
生細胞内の代謝活性を確認することができます。

を用いた評価では、細胞膜の傷害に
より細胞外へ漏れ出した の活性を死細胞の
指標として確認することができます。

生細胞測定

細胞増殖・細胞毒性のスタンダード
最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁細胞毒性測定キット

細胞増殖 細胞毒性測定キット
プレート
リーダー

プレート
リーダー
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最新情報へ

利用装置

同仁C544  

プレート
リーダー

最新情報へ

利用装置

同仁C549

FCM

本キットは、核染色試薬（Hoechst 33342）とプレートアッセイ用に最適化したバッファーを同梱しており、試薬を細胞培養液に添加するだ
けで、簡便に細胞数を評価することができます。
本キットは、核染色試薬（Hoechst 33342）とプレートアッセイ用に最適化したバッファーを同梱しており、試薬を細胞培養液に添加するだ
けで、簡便に細胞数を評価することができます。

マイクロプレートを用いた細胞の解析では、得られる結果がウェル中の細胞数によって変化する場合があります。その際には、サンプル
中の細胞数に応じた測定値の補正（ノーマライゼーション）が必要になります。

細胞数補正の必要性

プレートアッセイの信頼性を高める
細胞数補正キット
Cell Count Normalization Kit

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Cell Cycle Assay Solution シリーズでは、従来から用いられている Propidium Iodide（PI）を用いた手法で必要な細胞の固定化が不要で、
多重染色を可能とするラインナップを取り揃えています。
Cell Cycle Assay Solution シリーズでは、従来から用いられている Propidium Iodide（PI）を用いた手法で必要な細胞の固定化が不要で、
多重染色を可能とするラインナップを取り揃えています。

生細胞の細胞周期を明確に判別することが可能

短時間で見る生細胞の細胞周期
細胞周期測定試薬
Cell Cycle Assay Solution  Blue / Deep Red

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Cell Cycle Assay Solution Blue

Cell Cycle Assay Solution Deep Red

50 tests

50 tests

¥ 13,900

¥ 13,900

341-09601

348-09591

C549

C548

CHO細胞を用い、本製品にて生細胞を染色した後、フローサイトメーターで測定しました。また、汎用されている PI法と既存の細胞周
期測定試薬（他社製品 A～Dの 4種）を用いて同様の実験を行いました。下図に示すように本製品で測定した結果は PIと同等であり、他
の 4製品と比べて生細胞においてもシャープなヒストグラムが得られました。

Cell Cycle Assay

Solution Blue 

（405 nm励起）励起）

Cell Cycle Assay

Solution Blue 

405 nm

Cell Cycle Assay

Solution Blue 

（405 nm励起）

Cell Cycle Assay 

Solution Deep Red

（633 nm励起）

Cell Cycle Assay 

Solution Deep Red

633 nm励起）

Cell Cycle Assay 

Solution Deep Red

（633 nm励起）

従来法 (PI)
※細胞固定化後に測定
従来法 (PI)

細胞固定化後に測定
従来法 (PI)

※細胞固定化後に測定

T社製品 A（488 nm励起）

E社製品 C（488 nm励起）

T社製品 B（633 nm励起）

F社製品 D（488 nm励起）

従来法（PI）との高い相関性　　　生細胞・固定化細胞で使用可能　　　シャープなヒストグラム
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補正なし

測定

刺激なし刺激なし 刺激あり刺激あり

補正あり

刺激後は、上昇するはずな
のに、低下する結果に…

刺激により細胞数が変化

細胞数に応じた補正で
確かな結果が得られた

Cell Count Normalization Kit
200 tests

1000 tests

¥ 9,000

¥ 22,000

342-09393

346-09391
C544
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頁（インデザインで入れたがいいです）

測定指標 検出 操作

細胞の洗浄、溶解

37 , 30分
インキュベーション

37 , 30分
インキュベーション

発色試薬添加

37 , 30分
インキュベーション

37 , 30分
インキュベーション

NAD（P）Hの測り分け

発色試薬添加 吸光度測定（450 nm）

解析

除タンパク質

遠心遠心遠心遠心 NAD（P）+
を加温分解
（60 ）

NAD（P）

発色試薬添加

遠遠遠心心心心心心心心

培養上清を添加

遠心遠心

プレート
リーダー

吸光度測定（450 nm）

解析

プレート
リーダー

比色

発光

蛍光

Glucose

Glutamine

Glutamate

Lactate

NAD/NADH

NADP/NADPH

α--Ketoglutarate

キット同梱の ATP標準試薬と小容量のラインナップにより、手軽に試せる

既存品の課題であるバラつきを低減した操作

培養上清をプレートに移し発色試薬と混合するだけ

キット同梱の除タンパク質チューブ※と細胞溶解バッファーにより前処理が簡便

※グルタミン、グルタミン酸、NAD（P）/NAD（P）Hに同梱しています。

細胞内の代謝システムである、解糖系やミトコンドリアにおける TCA回路、電子伝達系等の解析は、細胞状態を理解する上で重要です。
これらの代謝システムを理解するため、グルコースや乳酸、NAD（P）/NAD（P）Hといった代謝産物や栄養素の取り込み、ミトコンドリア活
性に関わるミトコンドリア膜電位、酸素消費速度（Oxygen consumption rate:OCR）等が評価されています。

細胞内の代謝システムである、解糖系やミトコンドリアにおける TCA回路、電子伝達系等の解析は、細胞状態を理解する上で重要です。
これらの代謝システムを理解するため、グルコースや乳酸、NAD（P）/NAD（P）Hといった代謝産物や栄養素の取り込み、ミトコンドリア活
性に関わるミトコンドリア膜電位、酸素消費速度（Oxygen consumption rate:OCR）等が評価されています。

細胞内代謝 測定
これからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめる

小社では、はじめての方でも簡便にお使いいただけるよう、測定操作および前処理に最適なコンポーネントをキット化しています。
また代謝に関する理解を深めるための動画やセミナー、そのほか代謝マップや測定意義、引用文献を小社 HPにて随時更新しています。

細胞内の代謝システムである、解糖系や TCA 回路、ペントース -リン酸経路の解析は、細胞状態を理解する上で重要であり、グルコース
や乳酸、NAD（P）/NAD（P）H などのエネルギーおよび代謝産物を指標に評価されています。

はじめて代謝を評価される方々のご要望にお応えし、測定に必要な試薬やコンポーネントを同梱。より使い易い操作性を実現しました。

細胞の洗浄、溶解

37 , 30分
インキュベーション

37 , 30分
インキュベーション

反応試薬添加

37 , 30分
インキュベーション

37 , 30分
インキュベーション

発色試薬添加

解析

プレート
リーダー

蛍光遠心遠心

サンプル溶液添加 試薬添加

10分
インキュベーション

10分
インキュベーション

2分振とう2分振とう

解析

プレート
リーダー
発光

p.17p.17

p.11p.11
p.14p.14

Glucose-6PGlucose-6P

PyruvatePyruvate

Ribulose-5PRibulose-5P

CitrateCitrate

OxaloacetateOxaloacetate

Fatty acidFatty acid

H2OH2O

Ketone bodiesKetone bodies

CystineCystine

Cy eCy e

GlycineGlycine

Acetyl-
CoA
Acetyl-
CoA

β-oxidationβ-oxidation

O
x
p
h
o
s

O
x
p
h
o
s

GlycolysisGlycolysis

TCA cycleTCA cycle

CCCCyyyyysssssstttttinneeeee

CCCCyyyy eeeee

GGGGllyyyyyccccccci
ADP

Lactate

NAD+

NADH

NADPH NADP+

Glucose

Glutamate

ROS

ATP

ADP

ATP

Glutamine Amino acid Cystine

α-KG

mitochondrial
membrane potential

GSH

GSSG

Fatty acidFatty acid

O2

O2

Glycolysis /
OXPHOS

細胞内代謝マップ

はじめてでも簡単な操作

サンプル溶液添加 発色試薬添加 発色試薬添加発光測定

10分
インキュベーション

10分
インキュベーション

2分振とう2分振とう 8分
インキュベーション

8分
インキュベーション

2分振とう2分振とう

発光測定

発光測定
解析

プレート
リーダー
発光

ATP

ATP/ADP

同仁
最新情報・セミナー動画は
細胞内代謝
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細胞数ノーマライゼーションキット

最新情報へ

利用装置

同仁
プレート
リーダー

C544

最新情報へ
同仁G264

最新情報へ
同仁L256

Glucose Assay Kit-WSTGlucose Assay Kit-WST

グルコース測定キットグルコース測定キット
Lactate Assay Kit-WSTLactate Assay Kit-WST

乳酸測定キット乳酸測定キット
Glucose Lactate

グルコース測定キット 乳酸量測定キット

グルコーストランスポーター阻害剤である Phloretin を Jurkat 細胞に加えた際の代謝活性の変化を Glucose Assay Kit-WST 及び Lactate Assay 

Kit-WSTにて確認しました。

培養上清を２つの指標で評価

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

50 tests

200 tests

¥ 19,900

¥ 41,900

342-09413

346-09411
G264

50 tests

200 tests

¥ 33,000

¥ 77,200

343-09281

349-09283
L256

Glucose Assay Kit-WST

Lactate Assay Kit-WST

細胞
ピルビン酸

解
糖
系TCA cycle

ペントースリン酸経路

Phloretin

LactateLactate

Pyruvate

LDHLDH Electron
mediator
Electron
mediator

NAD+

NADH

WST

formazan
（発色）
WST

測定原理測定原理

Glucose NAD+

NADH WST
Glucono-

lactone

GDHGDH

WST

formazan
（発色）Electron

mediator
Electron
mediator

グルコースは、主要なエネルギー代謝指標の 1 つです。糖尿病など
の研究における糖代謝の指標としてだけでなく、がん研究において
も、細胞内代謝の変化をモニタリングするための指標としてよく利
用されています。グルコース濃度 0.02 mmol/l から測定することが
できます。

解糖系の代謝産物である乳酸を定量（下限値 : 0.02 mmol/l ）するこ
とができます。乳酸の定量は、細胞内代謝経路の変化をモニタリン
グするための指標としてがん研究分野では広く使われていますが、
最近では幹細胞の分化や糖尿病研究、ミトコンドリアの機能解析
においても乳酸を指標とした評価の報告が増えています。　                
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培養上清中のグルコース濃度 培養上清中の乳酸濃度
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実験条件
細胞： Jurkat細胞（5 x 105 cells）
薬剤：Phloretin （終濃度：100 μmol/l）
暴露時間：一晩
測定サンプル：培養上清

結果
Phloretin添加によりグルコースの取り込
みが阻害されグルコース消費量が減少し、
培地中のグルコース量は増加、乳酸量は減
少する結果が得られました。

減少増加

グルコース

乳酸

代謝キットとの併用でデータの信頼性を向上代謝キットとの併用でデータの信頼性を向上

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Cell Count Normalization Kit
200 tests

1000 tests

¥ 9,000

¥ 22,000

342-09393

346-09391
C544

ROS、細胞内代謝、オートファジー、
細胞老化などマイクロプレートを
使った評価

ROS、細胞内代謝、オートファジー、
細胞老化などマイクロプレートを
使った評価

目的の実験で評価した細胞に試薬
を加え、30 分後に再びプレートリー
ダーで測定

目的の実験で評価した細胞に試薬
を加え、30 分後に再びプレートリー
ダーで測定

本キットによるノーマライゼーション本キットによるノーマライゼーション目的の実験目的の実験

薬剤刺激など薬剤刺激など プレートリーダー測定
（蛍光、吸光度）

プレートリーダー測定
（蛍光、吸光度） 試薬追加試薬追加 30分30分 蛍光測定蛍光測定

試薬をウェルに加えるだけ

マイクロプレートを用いた細胞の解析では、得られる結果がウェル中の細胞数によって変化する場合があります。その際には、細胞数のカウントや
トータルタンパク質量の確認により、得られた測定値の補正（ノーマライゼーション）が必要となります。
本キットでは、試薬を細胞培養液に添加するだけで、細胞内の核が染色され、得られる蛍光強度から細胞数を簡便に評価することができます。

補正前

目
的
実
験
で
の
測
定
値

低 高

補正後

目
的
実
験
の
補
正
デ
ー
タ

薬剤濃度
低 高

薬剤濃度

細胞数による補正
（ノーマライゼーション）

p.7に詳細を掲載
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NAD/NADH Assay Kit-WSTNAD/NADH Assay Kit-WST

NAD+/NADH測定キットNAD+/NADH測定キット
NADP/NADPH Assay Kit-WSTNADP/NADPH Assay Kit-WST

NADP+/NADPH測定キットNADP+/NADPH測定キット
NAD+

最新情報へ
同仁N509

最新情報へ
同仁N510

NADP+

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

100 tests

100 tests

¥ 61,400

¥ 59,700

347-09321

344-09331

N509

N510

NAD/NADH Assay Kit-WST

NADP/NADPH Assay Kit-WST

NADP/NADPH測定キット グルタチオン測定キット

NADP+

乳酸

NAD+

NAD+
NADH

NADH

2-Deoxy-D-glucose（2-DG）を HeLa 細胞に添加、培養後の上清を用
いて Lactate Assay Kit-WST、培養上清除去後の細胞を用いて
NAD/NADH Assay Kit-WSTにて評価しました。

結果
2-DG 添加により細胞内の解糖系が阻害されたことで乳酸量は減
少し、NAD+/NADH 比は増加する結果が得られました。
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NAD+/NADH 比の変化
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GSH/GSSG 比の変化

Doxorubicin （DOX）を Jurkat細胞に添加し、NADP/NADPH Assay 

Kit-WST、GSSG/GSH Quantification Kit（メーカーコード：G257）
にて評価しました。

結果
DOX を細胞に添加すると酵素反応により DOX ラジカルと共に
NADP+が生成される。DOXラジカルは活性酸素種（ROS）を生成し、
DNA ダメージやアポトーシスを誘導する。その一方で発生した
ROSを消去するため、還元型グルタチオン（GSH）が消費され酸化
型グルタチオン（GSSG）が増加する。また、GSSG を GSH に還元
するために NADPHが用いられ、NADP+が増加する。今回得られた
データは、上記のような機構に基づくものと考えられます。

減少

NADP+/NADPH 比の変化
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+
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DNA damage

Apoptosis
Necrosis
etc.

DOX・

DOX

O
2

ROS

GSH

GSSG

DOX

細胞

NAD+は、解糖系や電子伝達、TCA回路など細胞内の主要な代謝経
路における重要な補酵素です。細胞内において酸化型 NAD+ と還元
型 NADH の量を適切な状態で維持することが細胞機能には必須と
なっています。また最近の研究では、NAD+ 量の低下と老化との関
連についても報告されています。

NADP+は主に、細胞内代謝経路の 1つであるペントース・リン酸
経路での反応に関与する補酵素です。細胞内において、酸化型
NADP+ と還元型 NADPH として存在し、脂肪酸やコレステロール
の生合成や還元型グルタチオンの生成に関与しています。また最近
の研究で、糖質制限による寿命延長に NADP+/NADPH が関連して
いるということが報告されています。

実験条件
細胞：HeLa細胞（1 x 106 cells）
薬剤：2-DG （終濃度：6 mmol/l）

実験条件
細胞：Jurkat細胞（3 x 106 cells）
薬剤：DOX （終濃度：500 nmol/l）

暴露時間　　：24時間
測定サンプル：培養上清（乳酸測定）、
                         細胞（NAD+/NADH測定）

暴露時間　　：24時間
測定サンプル：細胞

増加

NAD/NADH測定キット 乳酸量測定キット

NADP+

NADPH

NADPH

測定原理測定原理

Glucose-

6-phosphate
EnzymeEnzyme

Electron
mediator
Electron
mediator

NADP+

NADPH

WST

formazan
（発色）

WST
6-Phospho-

gluconolactone

Ethanol

Ethanal

EnzymeEnzyme
Electron
mediator
Electron
mediator

NAD+

NADH

WST

formazan
（発色）

WST

NAD+/NADHと乳酸の測定例 NADP+/NADPHとグルタチオンの測定例

グルコース
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Glutamine Assay Kit-WSTGlutamine Assay Kit-WST

グルタミン測定キットグルタミン測定キット
Glutamate Assay Kit-WSTGlutamate Assay Kit-WST

グルタミン酸測定キットグルタミン酸測定キット
Glutamine Glutamate

最新情報へ
同仁G268

最新情報へ
同仁L269

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

100 tests

100 tests

¥ 58,900

¥ 53,500

348-09611

345-09621

G268

G269

Glutamine Assay Kit-WST

Glutamate Assay Kit-WST

測定原理測定原理

Glutamate NADP+

NADPH WST
   α-Keto-
glutarate

EnzymeEnzyme

WST

formazan
（発色）Electron

mediator
Electron
mediator

グルタミンは、TCAサイクルの中間体であるα-ケトグルタル酸の供
給源です。特にがん細胞では、α- ケトグルタル酸を供給する経路で
ある「グルタミノリシス」が亢進しており、グルタミノリシスは活性
酸素種の消去や、酸化型グルタチオンの還元に寄与していることが
報告されています。細胞培養液中あるいは細胞内のグルタミンを
5 μmol/lから測定することができます。

Glutamate NADP
+

NADPH WST
   α-Keto-
glutarate

EnzymeEnzyme

WST

formazan
（発色）

Glutamine
Glutaminase

Electron
mediator
Electron
mediator

グルタミン酸は、タンパク質やグルタチオンの生合成への利用だけ
でなく、神経伝達物質としても重要な働きをしており、過剰なグル
タミン酸は、アルツハイマー病などの神経変性疾患の要因と考えら
れています。細胞培養液中あるいは細胞内のグルタミン酸を
5 μmol/lから測定することができます。

グルタミン酸測定キット グルタチオン測定キット

グルタミン測定キット グルタミン酸測定キット

グルタミン及びグルタミン酸の測定例

実験例：エラスチンによるフェロトーシスの誘導と各指標の変化

Glutamate

Ctrl ２μmol/l

Erastin
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グルタミン

グルタミン

グルタミン酸

グルタミン酸 グルタミン酸

α-ケトグルタル酸

ミトコンドリア
アセチル CoA

TCA回路

電子伝達系
酸化的リン酸化

細胞質

グルタミノリシス

エラスチン

グルタミン酸シスチン

システイン

グルタチオン活性酸素

脂質過酸化 *

フェロトーシス

グルタミン酸シスチン

xCT

がん細胞

（GSH/GSSG    ）

A549細胞を 6穴プレートに播種し、培養時間に伴う細胞培養上清中のグルタミン濃度を Glutamine Assay Kit-WSTを用いて測定し、グルタミン
酸濃度の変化を Glutamate Assay Kit-WSTを用いて測定しました。
その結果、培地中のグルタミン濃度は時間と共に減少し、グルタミン酸濃度は時間と共に増加する結果が得られました。

グ
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ン
酸
濃
度

（
m

m
o
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l）

グ
ル
タ
ミ
ン
濃
度

（
m

m
o
l/
l）

培養上清中のグルタミン濃度 培養上清中のグルタミン酸濃度

エラスチン処理により、シスチン /グルタミン酸トランスポーター（xCT）を阻害すると、鉄依存性の細胞死であるフェロトーシスが誘導されるこ
とが知られています。エラスチン処理した A549細胞において、グルタミン酸放出量および細胞内グルタチオン量を確認したところ、エラスチン
処理した細胞はグルタミン酸放出量が減少し、シスチンの取り込みが阻害されたことにより、グルタチオン量が減少する結果が得られました。

*フェロトーシス研究において、脂質過酸化を蛍光イメージングで検出する試薬　　
　「Liperfluo」（p24）を使用した論文報告が増えています。詳細は HPよりご覧いただけます。 検索Liperfluo 同仁

実験条件
細胞：A549細胞（5 x 105 cells） 培養時間：50 時間

実験条件
細胞：A549細胞（5 x 106 cells）
薬剤：Erastin（終濃度：2 µmol/l）

暴露時間　　：24 時間
測定サンプル：培養上清（グルタミン酸測定）
　　　　　　　細胞（GSH/GSSG測定）

0 h 7 h 30 h 50 h
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1.0
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0 h 7 h 30 h 50 h

1.0
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0

２μmol/l
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グルタミン測定キットグルタミン測定キット グルタミン酸測定キットグルタミン酸測定キット
最新情報へ

同仁
最新情報へ

同仁

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

測定原理測定原理

   α-Keto-

o
（発色）Electron

mediator
Electron
mediator

グルタミンは、 サイクルの中間体であるα ケトグルタル酸の供
給源です。特にがん細胞では、α ケトグルタル酸を供給する経路で
ある「グルタミノリシス」が亢進しており、グルタミノリシスは活性
酸素種の消去や、酸化型グルタチオンの還元に寄与していることが
報告されています。細胞培養液中あるいは細胞内のグルタミンを

μ から測定することができます。

   α-Keto-
o
（発色）

Electron
mediator
Electron
mediator

グルタミン酸は、タンパク質やグルタチオンの生合成への利用だけ
でなく、神経伝達物質としても重要な働きをしており、過剰なグル
タミン酸は、アルツハイマー病などの神経変性疾患の要因と考えら
れています。細胞培養液中あるいは細胞内のグルタミン酸を

μ から測定することができます。

グルタミン酸測定キット グルタチオン測定キット

グルタミン測定キット グルタミン酸測定キット

グルタミン及びグルタミン酸の測定例

実験例：エラスチンによるフェロトーシスの誘導と各指標の変化

２μ

グルタミン酸放出 濃度

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
濃
度

（
）

濃
度（

）

グルタミン

グルタミン

グルタミン酸

グルタミン酸 グルタミン酸

α-ケトグルタル酸

ミトコンドリア
アセチル

回路

電子伝達系
酸化的リン酸化

細胞質

グルタミノリシス

エラスチン

グルタミン酸シスチン

システイン

グルタチオン活性酸素

脂質過酸化

フェロトーシス

グルタミン酸シスチン

がん細胞

（ ）

細胞を 穴プレートに播種し、培養時間に伴う細胞培養上清中のグルタミン濃度を を用いて測定し、グルタミン
酸濃度の変化を を用いて測定しました。
その結果、培地中のグルタミン濃度は時間と共に減少し、グルタミン酸濃度は時間と共に増加する結果が得られました。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
濃
度

（
）

グ
ル
タ
ミ
ン
濃
度

（
）

培養上清中のグルタミン濃度 培養上清中のグルタミン酸濃度

エラスチン処理により、シスチン グルタミン酸トランスポーター（ ）を阻害すると、鉄依存性の細胞死であるフェロトーシスが誘導されるこ
とが知られています。エラスチン処理した 細胞において、グルタミン酸放出量および細胞内グルタチオン量を確認したところ、エラスチン
処理した細胞はグルタミン酸放出量が減少し、シスチンの取り込みが阻害されたことにより、グルタチオン量が減少する結果が得られました。

フェロトーシス研究において、脂質過酸化を蛍光イメージングで検出する試薬　　
　「 」（ ）を使用した論文報告が増えています。詳細は よりご覧いただけます。 検索同仁

実験条件
細胞： 細胞（ ） 培養時間： 時間

実験条件
細胞： 細胞（ ）
薬剤： （終濃度： ）

暴露時間　　： 時間
測定サンプル：培養上清（グルタミン酸測定）
　　　　　　　細胞（ 測定）

２μ２μ

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometricα-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

α-ケトグルタル酸測定キットα-ケトグルタル酸測定キット
ATP Assay Kit-LuminescenceATP Assay Kit-Luminescence

ATP測定キットATP測定キット
α-KG ATP

最新情報へ
同仁

最新情報へ
同仁K261 A550

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

100 tests

50 tests

200 tests

¥ 68,500

¥ 26,800

¥ 48,200

343-09801

346-09793

340-09791

K261

A550

α-Ketoglutarate Assay Kit-Fluorometric

ATP Assay Kit-Luminescence

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

100 tests

100 tests

200 tests

¥ 19,300

¥ 53,500

¥ 62,300

340-09811

345-09621

342-09011

R252

G269

G257

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA

Glutamate Assay Kit-WST

GSSG/GSH Quantification Kit

測定原理測定原理

α-ケトグルタル酸（α-KG）は、TCAサイクルの中間代謝物として重
要な基質であり、グルコース代謝物の TCA 回路への取り込み亢進
の指標や、グルタミンを基質にα-KGを供給する経路である「グルタ
ミノリシス」亢進の指標として測定されます。また、α-KGは、神経伝
達物質であるグルタミン酸やγ-アミノ酪酸（GABA）の生成におい
て重要な役割を果たすだけでなく、活性酸素種の消去にも大きく寄
与していることから、近年注目されている代謝の指標です。

ATP は解糖系およびミトコンドリアの電子伝達系でつくられ、細
胞が生きていくためのエネルギー源として重要です。例えば、ミト
コンドリア機能に異常が生じると、細胞の ATP産出が低下し、その
結果、がんや老化、アルツハイマー病などの神経変性疾患を引き起
こすことが知られており、ミトコンドリア活性の指標の一つとして
ATPが用いられます。また、がん細胞はミトコンドリアの酸化的リ
ン酸化より非効率な解糖系を用いて ATP を産出することが知られ
ておりますが、最近の研究により解糖系の抑制によって解糖系から
酸化的リン酸化にシフトすることもわかっており更に注目されて
います。

シスチン / グルタミン酸トランスポーター（xCT）を阻害することが知られている Sulfasalazine（SSZ）を A549細胞へ添加後、細胞内のα-ケトグ
ルタル酸、ATP、グルタチオン（GSH）、ROSの変化と、グルタミン酸放出量の変化を確認しました。
結果､Sulfasalazine 添加により細胞内の ATP、グルタチオン（GSH）ならびにグルタミン酸放出量は減少し、α-ケトグルタル酸と ROSは増加する
結果が得られました。

スケールバー：50 μm

Ctrl 400 μmol/l SSZ

測定原理

Glutamate

Glutathione

α-KG

ROS

ATP

細胞内α-ケトグルタル酸の濃度変化 細胞内 ATPの濃度変化

細胞内 GSH量の変化
細胞内 ROS量の変化

グルタミン酸放出量の変化

実験条件   細胞：A549細胞（1 x 106 Cells）　暴露時間：48時間

関連製品

400 μmol/l SSZCtrl

Ctrl

Ctrl

Ctrl

400 μmol/l SSZ

400 μmol/l SSZ 400 μmol/l SSZ
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測定原理

α-ケトグルタル酸とATPの測定例
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頁（インデザインで入れたがいいです）

最新情報へ
同仁G270

最新情報へ
同仁A552

Glycolysis/OXPHOS Assay KitGlycolysis/OXPHOS Assay Kit

解糖系 /酸化的リン酸化測定キット解糖系 /酸化的リン酸化測定キット
ADP/ATP Ratio Assay Kit-LuminescenceADP/ATP Ratio Assay Kit-Luminescence

ADP/ATP比測定キットADP/ATP比測定キット
ATP ADPGlycolysis/OXPHOSGlycolysis/OXPHOS

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

50 tests

100 tests

¥ 51,400

¥ 53,500

343-09921

346-09911

G270

A552

Glycolysis/OXPHOS Assay Kit

ADP/ATP Ratio Assay Kit-Luminescence

実験例 :

細胞種における代謝経路依存性の比較
実験例 :

細胞老化を誘導した細胞の ADT/ATP 比の測定

ATP産生が解糖系と酸化的リン酸化の
どちらに依存しているか？

①解糖能評価 ②代謝シフト評価　　③代謝経路依存性評価

解糖系をどれだけ
亢進できるか？

多くのがん細胞は、解糖系に依存したエネルギー代謝により ATP

を産生しています。一方で、解糖系が抑制されたがん細胞は、ミトコ
ンドリア機能を亢進させることでエネルギー代謝を酸化的リン酸
化にシフトさせ生存していることが、近年報告されています。
これらの現象を理解することは、抗がん剤のメカニズム解明に役立
つだけではなく、老化、神経変性疾患を含む様々な疾患における治
療戦略の開発に繋がるため、注目を集めています。
本キットは、解糖能、代謝シフトおよび、細胞が解糖系と酸化的リン
酸化のどちらに依存してエネルギー産生を行っているのかをプ
レートリーダーを用いて簡便に評価することができます。
本キットには、これら評価に必要な試薬が全て同梱されています。

通常、細胞の ATP産生が低下すると、分解物である ADPから再合
成され、細胞内の ATP 濃度が保たれています。しかし、ATP産生の
代謝が破綻すると ADPから ATPを再合成できなくなりますが、細
胞内の ATPは ADPへと変換が進むため、ADP/ATP比率が上昇し
ます。ADP/ATP比率の変化は、アポトーシスやオートファジー等の
分野だけではなく、エネルギー代謝の分野においても測定されてお
り、代謝活性の指標の一つとして用いられています。

本キットでは先ず、細胞内 ATP をホタル・ルシフェラーゼ発光法
で検出します。その後、酵素を用いて細胞内の ADPを ATPに変換
し、同様の発光原理で検出することにより、細胞内の ADP/ATP比
率を測定することができます。

Doxorubicine（DOX）で処理を行い細胞老化を誘導した A549細胞
と未処理の細胞の ADP/ATP比を測定しました。
その結果、DOX処理を行った A549細胞は ADP/ATP比が上昇する
結果が得られました。

200 nmol/l DOXCtrl
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ADP ATP

OXPHOS

Cell

Mitochondria

ATP Assay

Lactate Assay

酸化的リン酸化に依存して
ATPを合成

解糖系に依存して
ATPを合成

Luciferase

Mg2+

Luciferase

Mg2+

Electron
mediator
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頁（インデザインで入れたがいいです）

0 μmol/l Erastin 100 μmol/l Erastin

グルコース取り込み検出キットグルコース取り込み検出キット アミノ酸取り込み検出キットアミノ酸取り込み検出キット
最新情報へ

同仁UP01

最新情報へ
同仁UP04

Glucose Uptake Assay Kit-Blue,Green,RedGlucose Uptake Assay Kit-Blue,Green,Red Amino Acid Uptake Assay KitAmino Acid Uptake Assay Kit

Glucose Amino acid

Fe
rro
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ra

ng
e
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o 
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id
U
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e
G
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U
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e-
G
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en

R
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S
※

Li
pe

rfl
uo

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

1 set※1

1 set※1

1 set※1

20 tests※2

100 tests※2

¥ 42,800

¥ 40,700

¥ 42,800

¥ 17,100

¥ 48,200

342-09871

347-09821

349-09881

346-09891

342-09893

UP01

UP02

UP03

UP04

Glucose Uptake Assay Kit-Blue

Glucose Uptake Assay Kit-Green

Glucose Uptake Assay Kit-Red

Amino Acid Uptake Assay Kit

Erastin

Glucose
Amino
Acid

①

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

Step 1. アミノ酸類似体取込Step 1. アミノ酸類似体取込 Step 2. Probeを添加し、BPAと結合して発蛍光Step 2. Probeを添加し、BPAと結合して発蛍光

Probe 発蛍光
（Ex= 355 , Em= 464nm）

Probe 発蛍光
（Ex= 355 , Em= 464nm）

ProbeProbe

アミノ酸トランスポーターアミノ酸トランスポーター

 + +

細胞外細胞外

細胞内細胞内

細胞外細胞外

細胞内細胞内

CO2HCO2H

NH2NH2HOHO

OHOH

BB

アミノ酸類似体
（Boronophenylalanine : BPA）

アミノ酸類似体
（Boronophenylalanine : BPA）

BPABPA BPABPA

BPABPA

実験例 :エラスチン処理による栄養素取り込み量の増減と、レドックスバランスの変化

※プレートリーダーでの検出は、Green、Redのみ対応しています。

蛍光顕微鏡

プレートリーダー※ フローサイトメーター

0

20000

40000

60000

2-NBDG Glucose Uptake
Probe-Green
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uo
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a.
u.
）

2-NBDG
Glucose Uptake

Probe-Green

Unstained

2-NBDG Glucose Uptake
Probe-Green

50 µm 50 µm

co
un

t

FITC

蛍光標識グルコース誘導体 Glucose Uptake Probe は、高感度に細
胞のグルコース取り込み能力を測定することができます。
さらに、本キットに含まれる Washing and Imaging（WI）Solution を
用いることで細胞からのプローブの漏出を抑制し、再現性の高い
データを取得することが可能です。

xCT阻害剤であるエラスチンを処理した A549細胞における、栄養素取り込み量の増減と、レドックスバランスの変化を確認しました。その結果、
主に以下 3点を確認することができました。
・シスチン取り込みの阻害によるシステインの喪失を補うために、アミノ酸の取り込みが増加しました。
・グルコースの取り込みの減少が見られ、代謝のリプログラミングが行われた可能性が考えられます。
・シスチン取り込み阻害によるグルタチオンの減少により、Fe2+と ROS, 過酸化脂質の量が増加しました。

細胞内レドックスバランスの変化

栄養素取り込み量の変化 細胞内鉄、ROS,過酸化脂質の変化

増殖が活発ながん細胞において、アミノ酸はタンパク質や核酸の合
成に必須な栄養素です。また、がん細胞では解糖系からのアセチル
CoA の供給が低下するため、TCA サイクルの栄養源としてアミノ酸
を積極的に利用しています。そのため、がん細胞ではアミノ酸トラン
スポーター LAT1（L-type amino acid transporter 1）の発現量を増やし
て、多くのアミノ酸を取り込んでいることが明らかとなっています。

本キットは、蛍光イメージング、プレートリーダー測定、フローサイ
トメトリーに対応しているため、細胞のアミノ酸取り込み能力を可
視化、数値化することが可能であり、アミノ酸取り込み能力の評価
やアミノ酸トランスポーター阻害剤のスクリーニングに有用です。

※本キットは大阪府立大学の切畑光統先生から技術指導および情報提供を
いただき開発した製品です。
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0 μmol/l Erastin 100 μmol/l Erastin

※1  ＜使用回数の目安＞ 1 setあたり、35 mm dish 10枚、 96-well plate 1 枚　※2 < 使用回数の目安 > 100 tests あたり、35 mm dish 10 枚： 96-well plate 1 枚
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ア

最新情報へ

利用装置

同仁UP05  
プレート
リーダー

最新情報へ

利用装置

同仁UP07  
プレート
リーダー FCM顕微鏡

本キットは、Cystine Analog (CA) と蛍光プローブを用いることにより、細胞のシスチン取り込み能力を簡便にプレートリーダーにて測定
することが可能です。

この製品でできること

シスチン取り込み能力を簡便に測る
シスチン取り込み検出キット
Cystine Uptake Assay Kit

※＜使用回数の目安＞  100 tests あたり 96-well plate 1 枚

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

本キットには、脂肪酸トランスポーターを介して細胞に取り込まれる Fatty acid analog を同梱しており、脂肪酸の取り込みを蛍光法にて検
出できます（測定原理）。Quenching Buffer により洗浄操作の手間と時間を省いた検出が可能です。

測定原理

対応装置

操作手順

脂肪酸取り込み検出の最適解
脂肪酸取り込み検出キット
Fatty Acid Uptake Assay Kit

343-10031

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※ ＜使用回数の目安＞　 35 mm dish 10 枚、 96-well plate 1 枚

Cystine Uptake Assay Kit
20 tests ※

100 tests ※

¥ 19,300

¥ 53,500
UP05

344-09951

340-09953

キットに含まれる Cystine Analog（CA）は、シスチンと同様に xCT を経由して細胞に取り込まれます。細胞内に取り込まれた CA を抽出
した後、還元剤存在下で検出用プローブ FOdA と反応させることによって、CA 量に応じた蛍光シグナルを得ることができます。
[ 特許出願中 ]

O

HO

Se

O

OH

SeH2N NH2

細胞内細胞内

CACA

CACA

CACA

OO O

O O
O

O

Fluorescein O,O’-diacrylate

（FOdA）
Fluorescein O,O’-diacrylate

（FOdA）
発蛍光

（Ex= 490 , Em= 535 nm）
発蛍光

（Ex= 490 , Em= 535 nm）

CACA

Step 1. シスチンアナログの取り込みStep 1. シスチンアナログの取り込み Step 2. 洗浄、メタノール抽出後に FOdAを添加し発蛍光Step 2. 洗浄、メタノール抽出後に FOdAを添加し発蛍光

細胞外細胞外

シスチンアナログ（CA）
（Selenocystine）
シスチンアナログ（CA）
（Selenocystine）

HepG2 細胞へ脂肪酸トランスポーター阻害剤 CB-2 を添加し、取り込み能力変化を様々な装置で確認しました。

CB-2 未処理の HepG2 細胞

蛍光顕微鏡 プレートリーダー フローサイトメーター
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測定測定
Step 1Step 1 Step 2Step 2 Step 3Step 3

¥ 32,000Fatty Acid Uptake Assay Kit 100 tests ※ UP07

Cystine

Fatty acid

Unstained

0 µmol/l CB-2

20 µmol/l CB-2
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同仁
最新情報・セミナー動画は
ミトコンドリア
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Mitophagy Detection Kit

低分子蛍光プローブにより生細胞中の
マイトファジーを簡便に検出できる。
低分子蛍光プローブにより生細胞中の
マイトファジーを簡便に検出できる。

マイトファジーの検出マイトファジーの検出
Glucose Assay Kit-WST

培地中のグルコースを定量し、細胞の
グルコース消費量を確認できる。
培地中のグルコースを定量し、細胞の
グルコース消費量を確認できる。

グルコース測定キットグルコース測定キット

乳酸乳酸

解糖系解糖系

グルコースグルコース

鉄（II）の検出 鉄（II）の検出 

一重項酸素の検出一重項酸素の検出

膜電位の検出（JC-1）膜電位の検出（JC-1）
JC-1 MitoMP Detection Kit

脂溶性過酸化物の検出脂溶性過酸化物の検出

Mito-FerroGreen

ミトコンドリア内の 2 価鉄を選択的に
検出できる。

スーパーオキサイドの検出 スーパーオキサイドの検出 
mtSOX Deep Red - Mitochondrial

Superoxide Detection

ミトコンドリアスーパーオキサイドを
長波長励起（Deep Red）で検出可能。

MitoPeDPP

ROS により酸化障害を受けたミトコ

できる。

膜電位の検出（MT-1）膜電位の検出（MT-1）
MT-1 MitoMP Detection Kit

膜電膜電膜電

JC-1 よりも高感度に検出できる。また
固定化後の観察やモニタリングも可能。

免疫染色用ミトコンドリア局在免疫染色用ミトコンドリア局在
MitoBright IM Red

for Immunostaining

ココ

免疫染色法と共染色できる。固定化・
膜投下処理後もミトコンドリアに滞留
しやすい。

細胞内 ROSの検出細胞内 ROSの検出
ROS Assay Kit

-Highly Sensitive DCFH-DA-

C-1）C-1C-1）電位の検出（JC位の検出（J電位の検出（JC

また
可能。

既存の DCFH-DA よりも高感度に検出
できる。

解糖系の代謝産物である乳酸を定量
できる。
解糖系の代謝産物である乳酸を定量
できる。

乳酸測定キット乳酸測定キット
Lactate Assay Kit-WSTLactate Assay Kit-WST

Extracellular OCR

Plate Assay Kit

Extracellular OCR

Plate Assay Kit

酸素消費速度（OCR）の検出酸素消費速度（OCR）の検出

Si-DMA for Mitochondrial 
Singlet Oxygen Imaging

ミトコンドリア膜電位を簡便な操作で検出ができる。またイメージン
グ検出の他、実験に応じて定量解析、多検体処理への対応可能。

MitoBright LT Series （Green / Red / DeepRed）MitoBright LT Series （Green / Red / DeepRed）
Green Deep RedRed

細胞内のミトコンドリアを特異的に染色できる。実験に応じた蛍光波長の選択が可能。

細胞の OCR を汎用の蛍光プレート
リーダーで測定可能。
細胞の OCR を汎用の蛍光プレート
リーダーで測定可能。

ミトコンドリア局在の検出ミトコンドリア局在の検出

UV照射等で発生した一重項酸素をリ
アルタイムにイメージングできる。

ミトコンドリアは我々ヒトを始めとするほとんどの真核生物の細胞内に存在する細胞小器官の 1 つです。数ある細胞小器官のなかでも特
にエネルギー産生（アデノシン三リン酸：ATP）において重要な役割を果たすミトコンドリアは、その形態、機能、活性など様々な指標につ
いて盛んに研究が行われています。また、ミトコンドリアの活性や機能障害が癌や老化、アルツハイマーやパーキンソン病等の神経変性疾
患などと密接に関与していることが明らかになってきています。

ミトコンドリア

ミトコンドリアは我々ヒトを始めとするほとんどの真核生物の細胞内に存在する細胞小器官のミトコンドリアは我々ヒトを始めとするほとんどの真核生物の細胞内に存在する細胞小器官の つです。数ある細胞小器官のなかでも特つです。数ある細胞小器官のなかでも特ミトコンドリアは我々ヒトを始めとするほとんどの真核生物の細胞内に存在する細胞小器官の 1 つです。数ある細胞小器官のなかでも特
にエネルギー産生（アデノシン三リン酸：ATP）において重要な役割を果たすミトコンドリアは、その形態、機能、活性など様々な指標につ
いて盛んに研究が行われています。また、ミトコンドリアの活性や機能障害が癌や老化、アルツハイマーやパーキンソン病等の神経変性疾
患などと密接に関与していることが明らかになってきています。

ミトコンドリア研究用試薬
これからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめる

ミトコンドリア研究用試薬として、損傷ミトコンドリアの品質管理システムであるマイトファジー検出（Mitophagy Detection Kit）を
はじめ、ROS: 活性酸素種の検出（Si-DMA、mtSOX）および ROS により酸化を受け生じた過酸化脂質などの脂溶性過酸化物の検出
（MitoPeDPP）、更にはミトコンドリア染色用および膜電位依存的な各種蛍光プローブ（MitoBright LTシリーズ Green/Red/Deep Red）、
MitoBright IM、JC-1、MT-1）をラインナップしています。

ミトコンドリア研究用試薬として、損傷ミトコンドリアの品質管理システムであるマイトファジー検出（Mitophagy Detection Kit）を
はじめ、ROS: 活性酸素種の検出（Si-DMA、mtSOX）および ROS により酸化を受け生じた過酸化脂質などの脂溶性過酸化物の検出
（MitoPeDPP）、更にはミトコンドリア染色用および膜電位依存的な各種蛍光プローブ（MitoBright LTシリーズ Green/Red/Deep Red）、
MitoBright IM、JC-1、MT-1）をラインナップしています。

ミトコンドリア関連 研究用試薬ラインナップ
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FCM顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁MT15  

顕微鏡

MitoBright LT シリーズでは、ミトコンドリアを長期間観察することができます。既存の低分子のミトコンドリア染色試薬は、細胞内滞留性や
細胞毒性の問題がありましたが、MitoBright LT シリーズはこれらの課題を克服しています。

４日以上培養した細胞でミトコンドリアを観察

ミトコンドリアを長時間染め続ける
ミトコンドリア蛍光染色試薬
MitoBright LT Green / Red / Deep Red

※＜使用回数の目安＞  35 mmdish：200枚（400 µl）

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

様々なオルガネラとも鮮明に観察できる

既存の低分子ミトコンドリア染色試薬には、免疫染色法と共染色する際に鮮明さに課題がありました。MitoBright IMは、生細胞で染色した
後の免疫染色の工程でもミトコンドリアに保持されるため、このようなお客様の課題を解決する新しい色素です。

ミトコンドリアを免疫染色法と共染色する
免疫染色用ミトコンドリア検出蛍光色素
MitoBright IM Red for Immunostaining

※＜使用回数の目安＞  35 mm dish, 20 μl：10枚分 , 20 μl×3：30枚分

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

HeLa 細胞を HBSS にて洗浄後、各MitoBright LT または既存試薬にて染色し、血清入り培地に入れ替え、4 日間培養後ミトコンドリアを
観察しました。その結果、既存試薬は蛍光強度が 4 日後に大きく低下したのに対し、MitoBright LT は蛍光強度が維持され、ミトコンドリア
を明瞭に観察できました。

MitoBright IM Red  for Immunostaining
20 μl ※

20 μl ×3 ※
¥ 12,800

¥ 26,800
MT15

345-09861

341-09863

MitoBright IMにてミトコンドリアを染色した HeLa細胞
を洗浄と膜透過処理後に､小胞体のマーカータンパクで
ある KDEL 抗体を用いた免疫染色法と共染色しまし
た。その結果、鮮明にミトコンドリアに近接する小胞体
の形態を観察することが出来ました。

ミトコンドリア：赤（MitoBright IM Red）
小胞体（KDEL）   ：緑（抗体 -Alexa 488）

スケールバー : 20 μm

Deep RedDeep RedRedRedGreenGreenDeep RedDeep RedRedRedGreenGreen

染
色
直
後

染
色
後

4
日
間
培
養

MitoBright LT 既存試薬（T社）

400 μl※

400 μl※

400 μl※

¥ 12,800

¥ 12,800

¥ 12,800

346-92061

349-92073

340-92081

MT10

MT11

MT12

MitoBright LT Green

MitoBright LT Red

MitoBright LT Deep Red

ヒストグラムMergeMerge

：ミトコンドリア

In
te

n
s
it
y
 

Distance （µm）
0 2 4 6 8 10 12 14 16

：小胞体（KDEL）
10 μm10 μm
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最新情報へ

利用装置

同仁MT13  

FCM顕微鏡

特長特長製品名製品名

・JC-1の溶けにくいを解消
・キット化で簡便な測定

・固定化後の観察が可能
・経時変化の観察が可能
・TMREと同等の検出感度

対応装置対応装置モニタリングモニタリング固定化（染色後）固定化（染色後） 感度感度

× △

※プレートリーダー実績有

×

〇〇

JC-1

MitoMP Detection Kit

MT-1

MitoMP Detection Kit
〇

FCM
プレート
リーダー顕微鏡

FCM顕微鏡

ミトコンドリアは、ATP 等のエネルギー産生の場であり、その活性の変化や機能障害はがんや老化、神経変性疾患などと密接に関連してい
ます。そのためミトコンドリアの状態を理解することが重要であり、その指標としてエネルギー産生に伴い生じる膜電位差が評価されてい
ます。小社では 2種類のキットをご用意しています。

ミトコンドリア膜電位を簡便に
JC-1ミトコンドリア膜電位検出キット
JC-1 MitoMP Detection Kit

Jurkat 細胞にアポトーシス誘導剤である Staurosporine を添加し、本キットにて評価しました。
様々な装置に対応　JC-1 MitoMP Detection Kit

アポトーシス誘導により変化した膜電位
を色の変化で明瞭にイメージング

検出条件  Green：Ex=488 nm , Em=500-550 nm

Red ：Ex=561 nm , Em=560-610 nm

スケールバー：80 μm　　　　　　　 検出条件  Green：Ex=488 nm , Em=515-545 nm

Red ：Ex=488 nm , Em=564-604 nm

検出条件  Green：Ex=485 nm , Em=525-545 nm

Red ：Ex=535 nm , Em=585-605 nm

ウェル中のすべての細胞を対象に膜電位
の変化を確認（多検体処理に対応）

個々の細胞の膜電位変化を定量解析
（汎用のフィルターに対応）

Control Apoptosis
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Apoptosis cells

蛍光顕微鏡 フローサイトメーター プレートリーダー

さらに高感度に・経時的に測る
MT-1ミトコンドリア膜電位検出キット
MT-1 MitoMP Detection Kit

JC-1 MitoMP Detection Kit

MT-1 MitoMP Detection Kit

1 set ※1

1 set ※2

¥ 25,500

¥ 30,000

349-09401

343-09781

MT09

MT13

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※1 ＜使用回数の目安＞　96 well plate：5枚、35 mm dish：25枚（試薬濃度 2 µmol/l調製時）　※2 ＜使用回数の目安＞　 35 mm dish 30回分

固定化前後のミトコンドリア膜電位の観察像

固
定
化
前

固
定
化
後

（
P

F
A
）

MT-1 JC-1 TMRE

染色後の PFA 固定化操作を行っても蛍光が保持される
ため、再現性の高い実験を行う事が可能です。

MT-1 は、染色後も一定に蛍光強度を
保ちます。

さらに詳細に測る　MT-1 MitoMP Detection Kit

コントロール細胞における各試薬の滞留性 FCCP処理によるミトコンドリア膜電位の変化

R
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FCCP濃度（μmol/l）

JC-1 TMREMT-1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 8 16 24 44 64 80

MT-1

TMRE

JC-1

検出条件  Ex=530-560 nm, Em=570-640 nm

スケールバー : 100 μm
検出条件  Ex=530-560 nm, Em=570-640 nm

FCCP：carbonylcyanide-p-trifluoromethoxyphenylhydrazone

検出条件 Ex=530-560 nm, Em=570-640 nm

MT-1 は TMRE と同等の検出感度を
実現しています。

固定化後も観察できる モニタリングできる 高感度検出できる
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顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁E297
プレート
リーダー

0 min

MitoPeDPP

180 min

検出例
Rotenone刺激による検出例は小社 HPをご確認ください。

0

untreated FCCP

20

40

60

80

100

O
C

R（
p
m

o
l/
m

in
） 120

140

160 OCRの算出
（自動計算シート）

OCRの算出
（自動計算シート）

検出原理

過酸化脂質を見る
ミトコンドリア脂溶性過酸化物検出試薬
MitoPeDPP

※＜使用回数の目安＞　5 µgあたり、96 well plate 1-5枚、35 mm dish 5-25枚

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

フラックスアナライザーとの比較

本キットでOCRの算出まで

酸素消費速度（OCR）を測る
酸素消費速度プレートアッセイキット
Extracellular OCR Plate Assay Kit

Extracellular OCR Plate Assay Kit 100 tests ¥ 48,000 347-10051 E297

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

MitoPeDPP は、細胞膜を透過してミトコンドリアに集積し、膜中の脂溶性過酸化物によって特異的に酸化され蛍光が増大します。エネル
ギー産生のため酸素を多く消費するミトコンドリアにおいて、活性酸素種（ROS）を評価することは非常に重要ですが、MitoPeDPPでは実
際に ROSなどの酸化ストレス条件下で酸化された脂溶性ミトコンドリア膜などの過酸化物をイメージングにより評価できます。
※本製品は福岡大学理学部　塩路先生らにより開発された製品です。

346-91721 M4665 μg ×3 ※ ¥ 21,800MitoPeDPP

フラックスアナライザー（XFe24）と本キットを、同条件（細胞種・細胞数・
FCCP濃度）にて、同日測定しました。その結果、XFe24と本キットで相関する
酸素消費速度変化のデータが得られました。

細胞に 刺激を行い、ミトコンドリア電子伝達系を阻害した際の細胞の状態変化を、様々な指標から評価しました。
その結果、電子伝達系の阻害により、①ミトコンドリア膜電位の低下および② が低下しました。

※本製品は、群馬大学吉原利忠先生のご指導の下、製品化しました。

細胞
細胞数
薬剤
薬剤濃度

蛍光

：HepG2

：5×104 cells/well

：FCCP

：2 µmol/l
0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

XFe24 本キット

R
e
la

ti
v
e

O
C

R

untreated

FCCP

※ OCR：Oxygen Consumption Rate※ OCR：Oxygen Consumption Rate

本キットには、培地中の酸素濃度が高いほどりん光が弱くなる特性を持つ Oxygen Probeと、Well内に空気中の酸素流入を遮断するための
Mineral Oilを同梱しています。細胞外の酸素濃度に応じたりん光強度を蛍光マイクロプレートリーダーで測定後、Stern-Volmerの関係式
より細胞の OCRを算出（自動計算シート）します。

必要な試薬がセットになっており、また汎用の蛍光マイクロプレートリーダーで測定できるため、
高額な装置や専用試薬は必要ありません。自動計算シートで、OCR算出までをしっかりサポートします。

実験操作と OCR算出
OCR測定が初めての方にも最適！

Mineral OilMineral OilOxygen ProbeOxygen Probe

キット内容 薬剤処理
Mineral Oilを添加

薬剤処理
Mineral Oilを添加

Oxygen Probe

を添加
測定

（Ex=500 nm/ Em=650 nm）
測定

（Ex=500 nm/ Em=650 nm）インキュベーションインキュベーション インキュベーションインキュベーション

（37℃, 200 min）（37℃, 200 min）（37℃, 30 min）（37℃, 30 min） （37℃, 5 min）（37℃, 5 min）
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顕微鏡 プレート
リーダー FCM

最新情報へ

利用装置

同仁MT05  

顕微鏡

mtSOX Deep Redはミトコンドリア内のスーパーオキサイドと選択的に反応し、さらに既存品よりも長波長の蛍光を発します。
これまで難しかった緑や赤色の蛍光特性を持つミトコンドリア膜電位検出色素等との共染色が可能です。

HeLa細胞を HBSSにて洗浄後、mtSOXと小社ミトコンドリア膜電位染色色素 JC-1（メーカーコード MT09）を用いて共染色し、発生し
たミトコンドリアスーパーオキサイドと膜電位を同時に観察しました。
その結果、いずれの条件でもミトコンドリアスーパーオキサイドの発生に伴うミトコンドリア膜電位の低下を同時に観察することが出
来ました。

実験例　ミトコンドリアスーパーオキサイドと膜電位を同時に観察する

スーパーオキサイドを共染色する
ミトコンドリアスーパーオキサイド検出用蛍光色素
mtSOX Deep Red – Mitochondrial Superoxide Detection

ミトコンドリアスーパーオキサイド検出用蛍光色素
mtSOX Deep Red – Mitochondrial Superoxide Detection

mtSOX Deep Red – Mitochondrial Superoxide Detection

※＜使用回数の目安＞　96 well plate：5枚、35 mm dish：25枚（試薬濃度 2 µmol/l調製時）

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

既存低分子色素では、赤色の蛍光を発するためミトコンドリア膜電位色素 JC-1や TMREなどと共染色することが出来ませんでした。
mtSOX Deep Redは、そのようなお客様の課題を解決する新しい色素です。
※本製品は大阪大学の真嶋哲朗先生らにより開発された製品です。

一重項酸素を見る

検出原理/検出例

ミトコンドリア局在型一重項酸素検出蛍光プローブ
Si-DMA for Mitochondrial Singlet Oxygen Imaging

ミトコンドリア局在型一重項酸素検出蛍光プローブ
Si-DMA for Mitochondrial Singlet Oxygen Imaging

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※＜使用回数の目安＞　µ-silde 8 well：22-90枚

Green Red

JC-1
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JC-1 mtSOX

100 nmol ¥ 21,400 MT14348-09851

検出原理

活性酸素種の一つであり非常に強い酸化力を持つ一重項酸素は、皮膚のシミやシワの原因となることが知られており、化粧品分野では
この一重項酸素を消去する化合物の探索が進められています。Si-DMAは、容易に細胞膜を透過しミトコンドリアに集積後、選択的に一
重項酸素と応答して強い蛍光を発します。

検出例

5
-A

L
A（

+
）

5
-A

L
A（

- ）

341-91911 MT052 μg ※ ¥ 23,500Si-DMA for Mitochondrial Singlet Oxygen Imaging
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最新情報へ

利用装置
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顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁M489

顕微鏡

マイトファジーにより蛍光が増大

マイトファジーを簡便に見る
マイトファジー検出キット
Mitophagy Detection Kit

マイトファジー検出キット
Mitophagy Detection Kit

※＜使用回数の目安＞　96 well plate：5枚、35 mm dish：25枚（試薬濃度 2 µmol/l調製時）

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Mito-FerroGreen は、FeS クラスターやヘム合成の場として知られるミトコンドリア内の鉄（Ⅱ）イオンと選択的に反応し強い蛍光
（λex=505 nm, λem＝535 nm）を発する試薬であり、ミトコンドリア内鉄（Ⅱ）イオンのライブセルイメージングに利用することが可能です。
本製品は、岐阜薬科大学薬化学研究室永澤秀子先生、平山祐先生のご指導の下、製品化しました。

ミトコンドリア内の鉄だけを光らせる

Fe2+への高い選択性

ミトコンドリア内鉄検出蛍光試薬
Mito-FerroGreen

ミトコンドリア内鉄検出蛍光試薬
Mito-FerroGreen

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※＜使用回数の目安＞　50 µgあたり、µ-silde 8 well：6枚

Fe2+への高い選択性と高いシグナルが得られます。
50 mmol/l HEPES Buffer（pH7.4）1 ml中に 1 mmol/l Mito-FerroGreen

2 μl、10 mmol/l各種金属 2 μl 及び 1 mg/ml エステラーゼ 20 μlを加え
室温にて 1時間反応後の蛍光強度を測定。

ミトコンドリア内鉄のライブイメージング
血 清 を 含 む MEM 増 殖 培 地 に て 培 養 し た HeLa 細 胞 へ
Mito-FerroGreenを添加することで、ミトコンドリアに内在する鉄
を蛍光にて検出しました（左図）。一方、鉄（硫酸アンモニウム鉄
（Ⅱ））を添加した HeLa細胞では、Mito-FerroGreenの強い蛍光がみ
られ（中央図）、鉄キレート試薬（DFO:deferoxamin）と鉄を添加した
細胞では、Mito-FerroGreenの蛍光はほどんど見られませんでした。
この様にミトコンドリア内鉄量の差を蛍光強度の差として確認しました。本実験例の操作は、取扱説明書（小社 HP掲載）にてご案内し
ています。

344-09211 M48950 μg ×2 ※ ¥ 28,400Mito-FerroGreen

344-91901

349-92051

MD01

MT02

1 set ※

5 μg ×3

¥ 40,900

¥ 88,400

Mitophagy Detection Kit

Mtphagy Dye

培養細胞に試薬（Mtphagy Dye）を添加すると、ミトコンドリアに Mtphagy Dyeが集積しますが、この状態では蛍光強度は弱い状態です。
その後、マイトファジーが誘導されミトコンドリアがオートファゴソームに内包され、リソソームと融合すると酸性条件下となり
Mtphagy Dyeの蛍光が増大します。さらに、本キットに付属するリソソーム染色試薬（Lyso Dye）と共染色することができます。

Mtphagy Dyeは、pH4-5付近で強い蛍光を示します。

pHによる Mtphagy Dyeの蛍光強度変化pHによる Mtphagy Dyeの蛍光強度変化

F
lu

o
re

s
c
e

n
c
e

 I
n

te
n

s
it
y
（

a
.u

.）
F

lu
o

re
s
c
e

n
c
e

 I
n

te
n

s
it
y
（

a
.u

.）

Mtphagy Dyeのミトコンドリアへ
の集積、固定化の集の集積の集積の集積、固定、、、固定、固定化化化化
MtpMtpMtpMtphaghaghaghagy Dy y Dy Dy DyeのyeyeのyeのyeのミトコミトコミトコトミトコンドンドンドンドンドMtphagy Dyeのミトコンドリアへ
の集積、固定化

: Mtphagy Dye（弱い蛍光）: Mtphagy Dye（弱い蛍光）

ミトコンドリアミトコンドリア Lysosome との融合Lysosome との融合Autophagosome

形成
Autophagosome

形成

: Mtphagy Dye（強い蛍光）: Mtphagy Dye（強い蛍光）

ミトコンドリアがリソソームと融合し、
酸性条件下におかれた Mtphagy Dyeの
蛍光強度が増大

リリリリアへアへアへアへアへリアへ

光）光）

光）光）光）光）

ンドリンドンドリンドリンドリアがリアがリアがリアがリアが ソソーソソーソソーソソーソソームムと融ムと融ムと融ムと融合し、合し、合し、合し、合しミトコミトコミトコミトコト
件下件下件下件下件下酸性条酸性条酸性条性条件件件件 におかにおかにおかにおかれた Mれた Mれた Mれた Mtphtphtphtphagyagyagyagy DyDyDyDyeのeのeのeの

蛍光強蛍光強蛍光強 が増度が増度が増度が増大大大大大

ミトコンドリアがリソソームと融合し、
酸性条件下におかれた Mtphagy Dyeの
蛍光強度が増大

励起起波：488 nm, 蛍光波長：500-565 nm励起起波：488 nm, 蛍光波長：500-565 nm
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励起起波：500 nm

蛍光波長：535 nm

励起起波：500 nm

蛍光波長：535 nm
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※ Bpy︓2,2’ -Bipyridyl※ Bpy︓2,2’ -Bipyridyl
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生命は酸素を利用することで、効率的にエネルギーを取り出すことが可能となり、大きく進化してきました。その酸素の一部はその代謝
過程で活性酸素種と呼ばれる分子に変わり、ヒトの生命維持に重要な働きをしています。しかし、過剰になると酸化ストレスに陥り細胞
を傷つけ、疾病や老化の引き金になると考えられています。
小社ではこのような酸化ストレスの指標となる関連試薬をご用意しています。
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を傷つけ、疾病や老化の引き金になると考えられています。
小社ではこのような酸化ストレスの指標となる関連試薬をご用意しています。

生命は酸素を利用することで、効率的にエネルギーを取り出すことが可能となり、大きく進化してきました。その酸素の一部はその代謝
過程で活性酸素種と呼ばれる分子に変わり、ヒトの生命維持に重要な働きをしています。しかし、過剰になると酸化ストレスに陥り細胞
を傷つけ、疾病や老化の引き金になると考えられています。
小社ではこのような酸化ストレスの指標となる関連試薬をご用意しています。

酸化ストレス
これからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめる

p.14p.14

酸化ストレス関連製品

O2

1O2 O2
・-

SOD

O2
・- O2

H2O2

LOOH

H2O+LOHGSH

GPx

GSSG

・OH H2O

H2O

DNA Damage

MDA

GR

Fe2+

γH2AX AP-site

SOD様活性の検出
SOD Assay Kit - WST

メーカーコード：S311

GSH/GSSGの検出
GSSG/GSH Quantification Kit

メーカーコード：G257

一重項酸素の検出
Si-DMA for Mitochondrial

Singlet Oxygen Imaging

メーカーコード：MT05

過酸化脂質の検出
Liperfluo

メーカーコード：L248

活性酸素種（ROS）の検出
ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

メーカーコード：R252

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

メーカーコード：R253

DNAダメージの検出
DNA Damage Detection Kit - γH2AX

-Green, -Red, -Deep Red

メーカーコード：G265, G266, G267

脂質過酸化物の分解物の検出
MDA Assay Kit

メーカーコード：M496

DNA塩基除去部位の定量
-Nucleostain- DNA Damage

Quantification Kit -AP Site Counting-

メーカーコード：DK02

ミトコンドリア内鉄イオンの検出
Mito-FerroGreen

メーカーコード：M489

ミトコンドリアのスーパーオキシドの検出
mtSOX Deep Red - Mitochondrial Superoxide Detection -

メーカーコード：MT14

細胞内鉄イオンの検出
FerroOrange

メーカーコード：F374

ミトコンドリア脂質過酸化物の検出
MitoPeDPP

メーカーコード：M466

脂質過酸化物の検出
Lipid Peroxidation Probe -BDP 581/591 C11-

メーカーコード：L267

冊子 PDFをダウンロードいただけます。

はじめての
酸化ストレスマーカー
測定プロトコル

はじめての
酸化ストレスマーカー
測定プロトコル

各酸化ストレスマーカーの説明や
試料の前処理方法、測定方法などをまとめた

同仁パンフレット 検索
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メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

100 tests

100 tests

¥ 19,300

¥ 36,000

340-09811

345-09981

R252

R253

活性酸素種を蛍光プレートリーダー、蛍光顕微鏡またはフローサイトメーターで検出することができます。一般的に活性酸素種の検出には
DCFH-DA（または H2DCFDA）が用いられますが、本キットで使用している蛍光色素は細胞内 ROSの検出感度が大幅に向上しています。
活性酸素種を蛍光プレートリーダー、蛍光顕微鏡またはフローサイトメーターで検出することができます。一般的に活性酸素種の検出には
DCFH-DA（または H2DCFDA）が用いられますが、本キットで使用している蛍光色素は細胞内 ROSの検出感度が大幅に向上しています。

本キットの色素は、細胞内での滞留性、蛍光感度および耐光性が既存品に比べ大幅に向上しています。これにより、免疫染色法との共染色や
シングルセルレベルで解析が可能になり、わずかなROS発生やそれ以外の様々なターゲットとの関連性を同時に可視化することができます。
本キットの色素は、細胞内での滞留性、蛍光感度および耐光性が既存品に比べ大幅に向上しています。これにより、免疫染色法との共染色や
シングルセルレベルで解析が可能になり、わずかなROS発生やそれ以外の様々なターゲットとの関連性を同時に可視化することができます。

検出感度の比較

ROS検出を高感度に経時的に

ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

◎
固定化可能

×
固定化不可

×
固定化不可

〇
固定化可能

色素 D 色素 C

－ －メーカーコード R252R253

製品名
ROS Assay Kit

-Highly Sensitive

DCFH-DA-

ROS Assay Kit 

-Photo-oxidation Resistant

DCFH-DA-

固定化操作

〇
既存色素に比べ感度が高い

◎
最も感度が高い

△
感度が低い

△
感度が低い

感度
（細胞染色時）

耐光性
※観察光による自動酸化

◎
最も耐光性が高い

×
観察光による自動酸化あり

×
観察光による
自動酸化あり

同仁化学研究所 T社

△
観察光による
自動酸化あり

既存色素との比較表
同仁化学研究所 T 社

Highly Sensitive

DCFH-DA （R252） 色素 D 色素 C
Photo-oxidation Resistant

DCFH-DA （R253）

最新情報へ

利用装置

同仁R253  
ROSを経時的に高感度に検出
ROS Assay Kit -Photo-oxidation Resistant DCFH-DA-

ROSを高感度に検出
ROS Assay Kit -Highly Sensitive DCFH-DA-

FCM
プレート
リーダー顕微鏡 プレートプレート
蛍光

最新情報へ

利用装置

同仁R252  

FCM
プレート
リーダー顕微鏡 プレートプレート
蛍光
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最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁L267  

FCM
プレート
リーダー顕微鏡 プレートプレートプレートプレート
蛍光

L248

顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁M496
プレート
リーダー
プレートプレート光・プレート光・プレートプレートプレート
蛍光・比色

活性酸素種とは酸素を起点に化学反応にて生じる様々な酸化力を増した分子を示します。活性酸素は生体内で多様に変化するため、その検
出には各活性酸素を正確に解析する試薬を理解し使用する必要があります。

Lipid Peroxidation Probe は脂質周辺の ROS発生状況を確認する試薬で、脂質過酸化現象を高感度に検出することができます。

Liperfluoは蛍光顕微鏡による生細胞の過酸化脂質のイメージングや FCMによる細胞の過酸化脂質量の分析に使用できます。

本キットは、TBARS法により、発色した MDAとチオバルビツール酸付加体の測定から細胞内もしくは組織中の MDAを検出できます。

脂質の酸化現象を理解する

脂質過酸化現象の検出 脂質過酸化検出試薬
Lipid Peroxidation Probe -BDP 581/591 C11-

脂質過酸化物の検出 過酸化脂質検出蛍光試薬
Liperfluo

マロンジアルデヒドの検出 マロンジアルデヒド測定キット
MDA Assay Kit

Lipid Peroxidation Probe -BDP 581/591 C11-

Liperfluo

MDA Assay Kit

200 tests※1

1 set（50 μg×5）※2

100 tests※3

¥ 29,800

¥ 24,200

¥ 31,000

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※1 ＜使用回数の目安＞　96 well plate 2 枚分、※2 ＜使用回数の目安＞ 50 μg あたり、5-50 回（保存不可）、※3 ＜使用回数の目安＞　96-well plate 1 枚

※略語説明
LH 

L・
・OH 

LOO・
LOOH 

MDA 

：Lipid

：Lipid radical

：Hydroxyl radical

：Lipid peroxide radical

：Lipid peroxide

：Malondialdehyde

ROSによる脂質過酸化の過程

LOO・ LOOH

・OH
O2 LH

MDA

脂質過酸化物の検出脂質の過酸化 マロンジアルデヒドの検出

LH L・
脂質の酸化脂質の酸化

t-BHP処理した HepG2細胞の脂質過酸化の検出

活性酸素種に対する反応選択性 プレートリーダー検出

**

* *

* *

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

control H2O2 ・OH O2- NO ONOO ROO・

S
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生細胞を用いた過酸化脂質の共焦点顕微鏡イメージング

Liperfluoの活性酸素種に対する反応選択性 蛍光特性

ControlControl t-BHP（250 µmol/l）t-BHP（250 µmol/l）

20 µm
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最新情報へ

利用装置

同仁F374
プレート
リーダー顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁G257  
プレート
リーダー

※＜使用回数の目安＞　1 tube当たり 24 μgの FerroOrangeが含まれます。

本キットに含まれるマスキング剤をサンプルに添加することで、GSH のみを隠蔽します。その後、酵素リサイクリング法を用いた DTNB

[5,5'-dithiobis (2-nitrobenzoic acid)]発色（λmax=412 nm）を測定することで、GSSGのみを定量でき、別途、測定した総グルタチオン量から
GSSG量を差し引くことで GSH量を求めることができます。

キットの原理と操作

酸化・還元型のグルタチオンを分けて測定
グルタチオン定量キット
GSSG/GSH Quantification Kit

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

細胞内の鉄だけを光らせる
細胞内鉄検出蛍光試薬
FerroOrange

鉄キレート試薬を添加することで無刺激の細胞に比べ蛍光強度が低下したことから、細胞内には内在性の Fe2+が存在することが確認
できました。

＜検出条件＞　Ex: 561 nm、Em: 570-620 nm スケールバー：20 µm＜検出条件＞　Ex: 561 nm Em: 570-620 nm スケールバー：20 µm

添加剤なし添加剤なし 鉄キレート試薬添加鉄キレート試薬添加 鉄添加鉄添加

蛍光顕微鏡によるイメージング

FerroOrange は、細胞内の鉄を簡便に検出可能な試薬です。試薬を培養細胞に添加するだけで細胞膜を透過し、細胞内の Fe2+と選択的
に反応し強い蛍光を発します。
本製品は、岐阜薬科大学薬化学研究室 永澤秀子先生、平山祐先生のご指導の下、製品化しました。

FerroOrange は、細胞内の鉄を簡便に検出可能な試薬です。試薬を培養細胞に添加するだけで細胞膜を透過し、細胞内の Fe2+と選択的
に反応し強い蛍光を発します。
本製品は、岐阜薬科大学薬化学研究室 永澤秀子先生、平山祐先生のご指導の下、製品化しました。

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

FerroOrange
1 tube※

3 tubes※

¥ 16,100

¥ 36,300
F374

342-09533

346-09531

1） GSSG, GSH standard solution

    及び Sample を各ウェルに添加
2） Buffer solutionを各ウェルに添加

4）Substrate working solution、Enzyme / 

Coenzyme working  solutionを各ウェル
に添加

5）37℃で 10分間インキュベート後、マ
イクロプレートリーダーで各ウェルの
吸光度を測定

3） 37℃で 1時間インキュベート

図 1  GSSG/GSH 分別定量の測定原理

GSSG/GSH Quantification Kit 200 tests ¥ 62,300 342-09011 G257

GSH Masking Masking reagent

Glutathione reductase

TNB

5-Mercapto-2-nitrobenzoic acid

HOOC

O2N

S-

（λmax: 412 nm）

DTNB

GSH

GSH

GSSG

GSSG measurement

Glutathione reductase

HOOC

O2N

S
COOH

NO2

S
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これからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめる
生体硫黄解析
硫化水素は、NO や CO と同様にガス状分子ですが、その pKa は約 7であり、生理的 pH では約 80% が硫化水素イオン（HS-）の状態で存在
します。また、硫化水素イオンは生体内で様々な結合形態や構造をとるため、その作用機序の詳細は未だ不明で、硫化水素を中心とした硫黄
の生体内機能の解明が待ち望まれています。

生体硫黄解析
硫化水素は、NO や CO と同様にガス状分子ですが、その pKa は約 7であり、生理的 pH では約 80% が硫化水素イオン（HS-）の状態で存在
します。また、硫化水素イオンは生体内で様々な結合形態や構造をとるため、その作用機序の詳細は未だ不明で、硫化水素を中心とした硫黄
の生体内機能の解明が待ち望まれています。

200 μmol/l Na2Sの添加の有無で、細胞内の硫化水素を蛍光観察した結果、HeLa細胞
内で生じた硫化水素を鮮明な蛍光像としてイメージングできました。

-SulfoBiotics- HSip-1 DA　（メーカーコード：SB22）

生体内に存在するサルフェン硫黄含有分子種生体内に存在するサルフェン硫黄含有分子種

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

1 set

10 nmol ×5

1 mg

50 μg

1 mg

20 samples

500 μl

1 mg

¥14,100

¥29,300

¥23,500

¥21,100

¥34,100

¥58,500

¥23,500

¥9,500

348-91801

342-91941

345-92031

342-92041

345-91791

346-91743

345-91931

340-91981

生体硫黄解析用
-SulfoBiotics- Sodium Polysulfide Set

-SulfoBiotics- Sulfide dibimane

硫化水素検出
-SulfoBiotics- HSip-1

-SulfoBiotics- HSip-1 DA

サルフェン硫黄検出
-SulfoBiotics- SSP4

生体硫黄解析用
-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

タンパク質チオール化検出
-SulfoBiotics- Biotin-HPDP(WS) solution

-SulfoBiotics- PEG-PCMal

SB13

SB15

SB21

SB22

SB10

SB12

SB17

SB20

HS-
H2S
（20%）

pKa=7
GS-Sn-SH Cys-S-Sn-SH Protein-S-Sn-SHHSS- HSSS- HS7

- S8

GSH, Cys-SH, Protein-SH
Hydrogen Sulfide

・・・・HS-

（80%）

鮮やかな細胞内硫化水素ライブイメージング

左：処理をしていない CHO細胞
右：サルフェン硫黄ドナーである Na2S3（Sodium trisulfide)で
　　処理した CHO細胞
※ SSP4はデタージェントによってバックグランド蛍光を発する場合があります。

-SulfoBiotics- SSP4　（メーカーコード：SB10）

サルフェン硫黄含有分子種の細胞内イメージング

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

（メーカーコード：SB12）

電気泳動によるタンパク質SH基数の可視化

3×3×

2×2×
1×1×

同仁
最新情報は

これから 生体硫黄

258 kDa  -

分子
量マ
ーカ
ー

未標
識

P
ro

te
in

-S
H

ift
e
r 
P

lu
s
標識

SH基数

TRX（14 kDa, 5 Cys）

129 kDa  -

91 kDa  -

70 kDa  -

54 kDa  -

42 kDa  -

33 kDa  -

28 kDa  -

16 kDa  -

10 kDa  -
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最新情報へ

利用装置

同仁SG03 

FCM顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁SG05 

プレート
リーダー

本キットに含まれるβ-galactosidase検出試薬 SPiDER-βGalは、細胞膜透過性が高く、優れた細胞内滞留性を有しており、生細胞・固定化
細胞に対応しています。さらに蛍光染色法なので、フローサイトメトリーによる定量解析や蛍光顕微鏡による多重染色が可能です。

蛍光法だからできる多重染色  - 異なる老化マーカーとの共染色 -

蛍光顕微鏡、FCMで細胞老化を高感度解析
老化細胞検出試薬
Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER-βGal 10 assays ※ ¥ 44,200 347-09181 SG03

※＜使用回数の目安＞　35 mm dish：10枚

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

本キットはβ-galactosidase 検出試薬 SPiDER-βGal を採用し、プレートアッセイ法による簡便な SA-β-gal 活性の数値化を実現しました。
また、SA-β-gal（senescence-associated β-galactosidase）を指標としているためデータの信頼性も高く、多検体の評価にも応用することが
できます。

キット同梱の Bufferで細胞を溶解し、試薬を添加するだけで、SA-β-gal活性に応じた蛍光強度が得られます。
簡便に老化細胞を数値化  - プレートに加えるだけ -

プレートアッセイで細胞老化を簡便に検出
老化細胞検出試薬
Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal

Cellular Senescence Plate Assay Kit - SPiDER-βGal
20 tests

100 tests

¥ 12,200

¥ 35,300

345-09501

341-09503
SG05

MergeγH2AX DAPISPiDER-βGal
Ex=488 nm , Em=500-600 nm Ex=640 nm , Em=640-700 nm Ex=405 nm , Em=450-495 nm

a) b) c) d)

老化細胞のモデルとして継代培養を繰り返したWI-38細胞（Passage 10）を用い、a）本キットによる検出、異なる老化マーカーとして
b）γH2AXの免疫染色、c）全細胞の核染色（DAPI）を行いました。実験の詳細は、小社製品 HPにてご案内しています。

細胞洗浄後に細胞を溶解

室温で10分間
インキュベーション

37℃で30分間
インキュベーション

反応停止後に蛍光強度を測定反応停止後に蛍光強度を測定

Lysis Buffer添加

SA-β-galとの発蛍光反応

Substrate working

solution 添加

解析解析
細胞準備

プレートリーダーによる
多検体処理が可能
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最新情報へ

利用装置

同仁G265

顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁N511 

顕微鏡

結果、継代数 3回の細胞（P3）では 1つの核に複数個の核小体が存在する細胞が
多く確認されましたが、継代を 18回行った細胞（P18）では核小体は肥大化し
一つになっていることが確認されました。

継代数の異なるWI-38細胞を 4% PFAにて固定化後、PBS洗浄および 1% Triton X-100により膜透過処理し、Nucleolus Bright Greenま
たは Redおよび核染色試薬（DAPI）を添加、インキュベーション後に共焦点蛍光顕微鏡により観察しました。

本製品は、DNA ダメージの指標であるγH2AX を二次抗体法で簡便に検出するキットです。
初めての方も使いやすいよう、検出に必要な試薬をセットにしています。

DNA損傷で見る

細胞老化マーカーとの共染色例

※＜使用回数の目安＞　1 setで 5 ml分の染色溶液を調製可能

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Nucleolus Bright は RNA に結合し蛍光性となる低分子蛍光色素で、固定化した細胞に試薬を添加するだけで簡便にイメージングすること
ができます。なおNucleolus Bright は、RNA の中でも細胞内に最も多く存在する rRNAの産生の場である核小体で特に強い蛍光を示します。

老化細胞での評価例

核小体の肥大化で見る
核小体染色蛍光試薬
Nucleolus Bright  Green/Red

※＜使用回数の目安＞　 35 mm dish：30枚分使用可能（色素濃度 1 µmol/lで使用した場合）

核酸の変化で見る老化指標
γH2AX検出キット
DNA Damage Detection Kit - γH2AX  Green / Red / Deep Red

γH2AX検出キット
DNA Damage Detection Kit - γH2AX  Green / Red / Deep Red

検出に必要な試薬がセットに 色が選べる 簡便な操作

継代を 19回行ったWI-38 細胞を用い、本キットによりγH2AX を検出、また Cellular Senescence Detection Kit - SPiDER- βGal にて
SA-β-gal（senescence-associated β-galactosidase）を検出しました。結果、継代を繰り返したWI-38 細胞において、γH2AX 由来の蛍光が
増大し、SA-β-gal 活性が亢進する結果が得られました。継代数の少ない細胞との比較データは小社ホームページに掲載しています。

Green
Ex = 494 nm, Em = 518 nm Ex = 550 nm, Em = 566 nm Ex = 646 nm, Em = 668 nm

Red Deep Red

①細胞の固定化、膜透過処理
及びブロッキング

②一次抗体添加 ③蛍光標識二次抗体添加

解析
一次抗体

（マウス由来）

蛍光色素

ブロッキング剤蛍光標識二次抗体
（ヤギ由来）

Green
Red
Deep Red

セット内容

341-09341

348-09351

N511

N512

60 nmol ※

60 nmol ※

¥ 31,000

¥ 31,000

Nucleolus Bright Green

Nucleolus Bright Red

343-09421

340-09431

347-09441

G265

G266

G267

1 set ※

1 set ※

1 set ※

¥ 37,700

¥ 37,700

¥ 37,700

DNA Damage Detection Kit - γH2AX - Green

DNA Damage Detection Kit - γH2AX - Red

DNA Damage Detection Kit - γH2AX - Deep Red

染色条件
細胞を 4% PFAに 5分間、Triton X-100に 20分間浸漬後、各蛍光プローブにて
5分間インキュベーション。
検出条件
Nucleolus Bright Green：  Ex=488 nm , Em=500-600 nm

Nucleolus Bright Red　：  Ex=561 nm , Em=565-650 nm

DAPI　　　　　　　　：  Ex=405 nm , Em=450-495 nm

Nucleolus Bright GreenNucleolus Bright Green

P
3

P
3

P
1

8
P

1
8

Nucleolus Bright RedNucleolus Bright Red
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最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁LD01  

顕微鏡

LD05  

FCM
プレート
リーダー

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

Lipi シリーズは、脂肪親和性の高い低分子蛍光試薬であり、疎水性環境下で蛍光が増強します。また、試薬を添加するだけで生細胞およ
び固定化細胞中の脂肪滴を明瞭に観察することができます。

脂肪滴の染色例

実験例　Lipid Droplet Assay Kit - Blue

※＜使用回数の目安＞　35 mm dish：10-50 枚分（1 setで 5 ml分の染色溶液を調製可能）

Lipi シリーズを用いて脂肪滴の量的変動を数値化できるキットをご用意しました。プレートリーダーまたはフローサイトメーターの使
用が可能です。

脂肪滴を手早く見る方法
脂肪滴測定キット：数値化
Lipid Droplet Assay Kit Blue / Deep Red

※＜使用回数の目安＞　96 well plate：1枚分  、フローサイトメトリー：40アッセイ分

脂肪滴が鮮やかに染まる
脂肪滴染色蛍光試薬
Lipi series Blue / Green / Red / Deep Red

脂肪滴染色蛍光試薬
Lipi series Blue / Green / Red / Deep Red

Lipi-Blue

Lipi-Green

Lipi-Red

Lipi-Deep Red

10 nmol ※

10 nmol ※

100 nmol ※

10 nmol ※

￥19,900

￥19,900

￥19,900

￥19,300

345-09361

342-09371

349-09381

342-09631

LD01

LD02

LD03

LD04

Lipid Droplet Assay Kit-Blueを用いて HeLa細胞
（プレートアッセイ）、A549細胞（フローサイト
メトリー）にオレイン酸または脂肪滴の形成阻害
剤である Triacsin Cを添加し、脂肪滴の量的変動
を数値化しました。
その結果、コントロールならびに Triacsin Cを加
えた細胞と比較して、オレイン酸を添加した細胞
で脂肪滴の量が増加してることを確認しました。

プレートアッセイ   ：Ex=376-386 nm, Em=435-455 nm

フローサイトメトリー：Ex=405 nm, Em=425-475 nm

検出条件

Lipid Droplet Assay Kit - Blue

Lipid Droplet Assay Kit - Deep Red

1 set※

1 set※

￥26,800

￥26,800

349-09641

346-09651

LD05

LD06

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

染色条件
HeLa 細胞の培養液中に 200 μmol/l オレイン酸を添加、
一晩培養後に細胞を PBS で洗浄し Lipi シリーズの各色素
Lipi-Blue/Green/Deep Red：0.1 μmol/l、 Lipi-Red：
1 μmol/lにて 15 分間染色し観察。
上段：蛍光画像 、下段：位相差像とのマージ画像。
検出条件はホームページに記載しています。

検出条件
　　：
　　：
　　：
：

スケールバー：20 μm

オレイン酸を添加した HeLa 細胞を生細胞の状態で、
Lipi シリーズの各色素にて染色しました。

スケールバー 20 

FL

DIC + FL

FL FL

DIC + FL DIC + FL

FL

DIC + FL

20 µm20 µm20 µm

20 µm20 µm20 µm

Lipi-GreenLipi-Blue Lipi-Red Lipi-Deep Red

0

0.5

1.0

1.5

2.0

3.0

2.5

Triacsin Cオレイン酸Control

R
e

la
ti
v
e

lip
id

d
ro

p
le

ts
 e

x
p
re

s
s
io

n

プレートアッセイ

c
o

u
n

t

Control

103102 104 105

フローサイトメトリー

Triacsin C

オレイン酸

Pacific-Blue
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細胞膜は細胞の内側と外側を区分する境界としての役割だけでなく、物質の選択的な透過や伝達系などの重要な役割も担っています。
また、細胞膜はエンドサイトーシスや神経細胞の軸索など動的な変化も大きいことから、細胞膜の動態を捉えることは様々な研究分野で
有用です。
また、細胞膜はエンドサイトーシスや神経細胞の軸索など動的な変化も大きいことから、細胞膜の動態を捉えることは様々な研究分野でまた、細胞膜はエンドサイトーシスや神経細胞の軸索など動的な変化も大きいことから、細胞膜の動態を捉えることは様々な研究分野で
細胞膜は細胞の内側と外側を区分する境界としての役割だけでなく、物質の選択的な透過や伝達系などの重要な役割も担っています。
また、細胞膜はエンドサイトーシスや神経細胞の軸索など動的な変化も大きいことから、細胞膜の動態を捉えることは様々な研究分野で
有用です。

細胞膜動態研究
これからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめるこれからはじめる

p.17p.17

p.11p.11
p.14p.14

用途で選べる細胞膜の関連試薬

・小胞輸送系のメカニズム解明
・貪食（ファゴサイトーシス）の可視化
・ウイルス感染経路の可視化　など

・小胞輸送系のメカニズム解明
・貪食（ファゴサイトーシス）の可視化
・ウイルス感染経路の可視化　など

・神経細胞の形態を指標とした毒性評価
・貪食（ファゴサイトーシス）、エンドサイトーシスの可視化
・細胞境界面の明確化（細胞数、面積の数値化）

・神経細胞の形態を指標とした毒性評価
・貪食（ファゴサイトーシス）、エンドサイトーシスの可視化
・細胞境界面の明確化（細胞数、面積の数値化）

PlasMem Brightシリーズ
・神経細胞の形態を指標とした毒性評価・神経細胞の形態を指標とした毒性評価
・貪食（ファゴサイトーシス）、エンドサイトーシスの・貪食（ファゴサイトーシス）、エンドサイトーシスの

PPPlPlPlPlPlPlP asasassasasMeMeMeMeMeMeMeM mmmmmm BBrBrBrBrBrBrBrigigigigigigigghthththththththh シリシリシリシリシリシリシリシリリーズーーズーズーズーズーズズズズズPlasMem Brightシリーズ

ExoSparkler シリーズEExExExExExExExEx SSoSoSoSoSoSSpapapapapapppp kkrkrkrkrkrkleleleleleleler r r rrr シリシリシリシリシリシリシリシリリーズーズーズーズーズーズーズズズズズExoSparkler シリーズ

初期エンドソーム初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初期期期初期期初期初期初初初初初期初期初期初期初期初期初期初期期期期期期初初期期期期期期期期期期初初初初初初初初初初初初初初初初初初初 エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンエンエンンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソド初期エンドソーム 成熟ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソーーーーーーーーーーーーソームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムームームームームムームームームームームームームームムームームームームームームームームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成熟

後期エンドソーム

成熟成熟成熟成熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟熟成熟成成成成成成熟熟成熟成熟成熟成熟成熟成熟熟成熟成成成成成成成成成成成成成

後期エンドソーム

リサイクリングエンドソームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソーソームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムリリリリリリリリリリリリリリリ ソソソソソソソソソソソソーソソソーソソーソソーソソーリリリリリリリリリリリリリリリリ イクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイククイクリンリンリンリンリンリンリンリンリンリンリンリンリンンリンリンリンリンリンリンリングエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグ ンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリサリササイイイイイイイイイイイイササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイサササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイサササササササササササササササササササイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクイクリンリンリンリンリンリンリンリンリンンンンリンリンリンリンリンンリンリンングエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエグエンドンドンドンドンドンドンンンンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドソソソソソソソソソソソソソソソソリサリサリサリサリサリサリサリサリサササササリサリサリササリサササササササイイイイイイイサササササササ ククククククリンリンリンリンリンリンリンリンンンンンンリンリンリンンンリンリングググググググググググググググググググググググググエグググググググググググググググググググググ ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムリサイクリングエンドソーム
リソソームムムムムムムムムムムムムソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリソソーム

リソソームと融合

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期後後後後期後期後期後期後期後期後期後期後期後期後後後後期後後期後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期 ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドソドソドソドソドソドソドソドソソソソソソソドソドソソドソソドソドソームームームームームームームームームームームームームームームームームームームームソームドソドソドソドソドソドソドソドソソソソドソドソドソドソドソドソドソドソドソドソームームームームームームームームームームームームームームームームームームームームームドソームドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンエンンエンエンエンエンエンエン

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
ーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムームーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ

融合融合融合融合融合融合融合合合合合合合融合融合融合融合融合合合とととととととととととととととととと融融融ととととととととととととととととととムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムーーーーーーーームムムムーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーリリリリリリ ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリリ ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリ 融合融合融合合合合合合合合合合ととととととと融融とととととととムムムムムムムムリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ムムムムムムムムムムムソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリリリリ ソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソリリリリリリリリリリソソームと融合

分離経路
リサイクリング経路
分離経路
リサイクリング経路

ECGreen-Endocytosis Detection ・細胞へ取り込まれるエクソソームの可視化
・エクソソームのフローサイトメーター解析 など
・細胞へ取り込まれるエクソソームの可視化
・エクソソームのフローサイトメーター解析 など

・リソソームの局在位置や機能（pH）の解析
・リソソーム量の数値化・ノーマライズ
・オートファジー・エンドサイトーシスの動態解析　など

・リソソームの局在位置や機能（pH）の解析
・リソソーム量の数値化・ノーマライズ
・オートファジー・エンドサイトーシスの動態解析　など

LysoPrimeシリーズ、  pHLys RedLysoPrimeシリーズ、  pHLys Red

・テクニック不要の簡便な精製キット・テクニック不要の簡便な精製キット
ExoIsolatorキット
・テクニック不要の簡便な精製キット・テクニック不要の簡便な精製キット・テクニック不要の簡便な精製キット・テクニック不要の簡便な精製キット
ExExExExExExExExExooooIIIsIsIsIsIsIs llolololololol ttatatatatatorororroroorrキッキッキッキッキッキッキッキッキキ トトトトトトトトExoIsolatorキット

エンドサイトーシスの可視化エンドサイトーシスの可視化

細胞膜の可視化細胞膜の可視化

エクソソームの可視化エクソソームの可視化

リソソームの可視化リソソームの可視化

・リソソームの pH変化を敏感にとらえる
・リソソーム酸性化阻害剤同梱のオールインワンキット
・リソソームの pH変化を敏感にとらえる
・リソソーム酸性化阻害剤同梱のオールインワンキット

Lysosomal Acidic pH Detection KitLysosomal Acidic pH Detection Kit

リソソームの正確な pH検出リソソームの正確な pH検出

エクソソームの精製エクソソームの精製

・pHセンサーのラベル化
・エンドサイトーシス検出色素との共染色　など
・pHセンサーのラベル化
・エンドサイトーシス検出色素との共染色　など

AcidSensor Labeling Kit – Endocytic Internalization Assay

目的物質のエンドサイトーシスによる取り込みを可視化目的物質のエンドサイトーシスによる取り込みを可視化

同仁
最新情報・セミナー動画は
細胞膜研究

30

細
胞
増
殖
／
毒
性

細
胞
内
代
謝

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

酸
化
ス
ト
レ
ス

生
体
硫
黄

細
胞
老
化

脂
肪
滴

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

エ
ク
ソ
ソ
ー
ム

抗
体
標
識

膜
動
態
／
膜
形
態



既存試薬の課題を解決

細胞膜を低毒性で鮮明に挙動を追う

PlasMem Bright色素はこれまでの既存の低分子色素の課題を克服した製品です。
PlasMem Bright色素を用いて細胞膜の観察を行った場合、長時間細胞膜を染色し続けることが可能です。
PlasMem Bright色素はこれまでの既存の低分子色素の課題を克服した製品です。
PlasMem Bright色素を用いて細胞膜の観察を行った場合、長時間細胞膜を染色し続けることが可能です。

各細胞膜染色試薬で染色した HeLa細胞を 24時間培養したのち、それぞれの蛍光画像を比較しました。結果、 PlasMem Brightシリーズ
は他社製品と比較して長時間、膜に滞留することが確認されました。
※試薬滞留性は細胞種により異なる場合があります。（HeLa細胞および SH-SY5Y細胞を用いた際の実績）

細胞膜の鮮明な可視化

細胞膜への長期滞留性

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

細胞膜染色の手法として、低分子色素を用いる方法は広く使われてい
ますが、細胞膜への滞留性や水に溶けにくい等の課題がありました。
PlasMem Bright色素はこれらの課題を解決します。

生細胞で使用できる、染色後に固定化できる
低毒性で試薬の滞留性が高い
培地に試薬を加えるだけ

・
・
・

・
・
・

特長特長

※＜使用回数の目安＞　100 µl あたり、35 mm dish 10枚、µ-Slide 8 well 10枚

349-09761

346-09771

P504

P505

100 μl※

100 μl※

¥ 26,800

¥ 26,800

PlasMem Bright Green

PlasMem Bright Red

最新情報へ

利用装置

同仁P504
細胞膜染色試薬
PlasMem Bright Green / Red 顕微鏡

マウス ES 細胞をゼラチンコートしたガラスボトムディッシュで
4日間培養し、得られたコロニーを PlasMem Bright Green（200倍
希釈）で 15分間染色、培地交換後に共焦点顕微鏡（Zeiss： LSM710）
にて観察しました。

結果、コロニー内部にある細胞
の膜も PlasMem Bright Greenで
可視化できました。

神経細胞（SH-SY5Yより分化誘導）の形態と軸索内の
ミトコンドリア局在観察

赤：細胞膜（PlasMem Bright Red）、青：核（Hoechst 33342）
緑：ミトコンドリア（MitoBright LT Green）

観察条件　PlasMem Bright Red: Ex=561 nm , Em=560-700 nm ※本データは、慶應義塾大学医学部石津大嗣先生よりご提供いただきました。

）、青：核（

ES細胞コロニー内部の細胞膜染色

観察条件
細胞膜（PlasMem Bright Green、緑）：
 Ex=488 nm , Em=500 - 560 nm

スケール：50 µm

スケール：10 µm

50 µm

染
色
直
後

2
4
時
間
後

小社製品 他社製品
PlasMem Bright GreenPlasMem Bright Green PlasMem Bright RedPlasMem Bright Red S社製品 P（Red）S社製品 P（Red） S社製品 P（Green）S社製品 P（Green） T社製品 CT社製品 C
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最新情報へ
同仁L265

最新情報へ
同仁L261

利用装置
プレート
リーダー顕微鏡

リソソーム pHの範囲内（pH4.0-5.5）における蛍光輝度の変化データ
pHLys Redの pH依存性のデータ

詳細は製品ページへ
同仁 検索L266

リソソーム染色色素シリーズは、リソソーム pHに依存的な蛍光の変動を示す pHLys Redと、pH抵抗性のある LysoPrime Green, Deep Redを
ラインナップしています。これらを組み合わせてリソソーム量と pHを同時解析することで、リソソーム機能の詳細な解析が可能です。

利用装置
プレートプレートプレート
リーダーリーダーリーダーリーダー

最新情報へ

リソソーム染色色素シリーズは、リソソーム pHに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す pHLys Redと、pH抵抗性のある LysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep Redリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示す と、に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム LysoPrime Green, Deep Red抵抗性のある LysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedpHpHLys RedpHリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のある LysoPrime Green, Deep RedpHLys Red LysoPrime Green, Deep Redに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム LysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedpHpHLys RedpHに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム LysoPrime Green, Deep Redに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム と、リソソーム染色色素シリーズは、リソソーム に依存的な蛍光の変動を示す 抵抗性のあるリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム LysoPrime Green, Deep Red抵抗性のあるリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソームリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム pHpHに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示すに依存的な蛍光の変動を示す pHLys RedpHLys RedpHLys RedpHLys RedpHLys RedpHLys RedpHLys RedpHLys Redと、と、pHpH抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある抵抗性のある LysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep RedLysoPrime Green, Deep Redリソソーム染色色素シリーズは、リソソーム pHに依存的な蛍光の変動を示す pHLys Redと、pH抵抗性のある LysoPrime Green, Deep Redを
ラインナップしています。これらを組み合わせてリソソーム量と pHを同時解析することで、リソソーム機能の詳細な解析が可能です。

リソソーム機能を正確に見る

リソソームのpHを高感度に検出する

リソソームのpHが変化しても正確に検出する

初めての利用には、オールインワンキットを

①リソソーム pH検出用色素    pHLys Red – Lysosomal Acidic pH Detection

②リソソーム量・局在検出用色素    LysoPrime  Green / Deep Red – High Specificity and pH Resistance

①と②を組み合わせた正確なリソソームの pH検出   Lysosomal Acidic pH Detection Kit

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※1: ＜1本あたりの使用回数目安＞ 35 mm dish 10 枚、96-well plate 2 枚     ※2: ＜1 kitあたりの使用回数目安＞ 35 mm dish 10 枚、96-well plate 2 枚

2種類の色素とリソソーム pH酸性化阻害剤を 1コンポーネントに
・リソソーム量検出色素
・リソソーム pH検出色素
・リソソーム pH酸性化阻害剤

：LysoPrime Green

：pHLys Red

：Bafilomycin A1

鋭敏な pH検出感度

リソソーム pH依存性比較

正確な局在

既存のリソソーム pH 検出試薬は、リソソームの正確な局在と感度に課題
がありました。pHLys Red はリソソーム pH の変動に鋭敏に応答して蛍光
強度を変化させます。さらに高いリソソーム指向性から得られる蛍光輝度
は正確なリソソーム pHを表すことができます。

既存のリソソーム試薬は、リソソームの正確な局在を観察する際に課題が
ありました。LysoPrime Green/Deep Red は高いリソソーム指向性を持ち、
リソソーム pH変動を受けにくい蛍光強度を維持するため、正確なリソソー
ムの位置や量を観察することができます。
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pHLys Red Sensor Y/B Sensor G

Dojindo’s dye Competitor’s dye

B
a
f.

A
1

5
0

n
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o
l/
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C
T

R
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LysoPrime Green LysoPrime Deep Red 既存色素 Red

LysoPrime Deep Red

Merged with LAMP1

既存色素 Red

Merged with LAMP1

LysoPrime Green 既存色素 Green

Merged with LAMP1 Merged with LAMP1

正確な局在

②リソソーム量・局在検出用色素
LysoPrime Green

　　　　　　– High Specificity and pH Resistance

LysoPrime Deep Red

　　　　　　– High Specificity and pH Resistance

①リソソーム pH検出用色素
pHLys Red – Lysosomal Acidic pH Detection

1 tube ※1

3 tubes ※1

10 µl ×1 ※1

10 µl ×3 ※1

1 tube ※1

3 tubes ※1

1 set ※2

¥ 28,000

¥ 48,000

¥ 13,900

¥ 28,900

¥ 15,000

¥ 30,000

¥38,000

349-10011

345-10013

345-09903

349-09901

342-10001

348-10003

346-10021

L265

L261

L264

L266

リソソーム pH検出 / 量検出キット
Lysosomal Acidic pH Detection Kit

①と②を組み合わせた正確なリソソームの pH検出

pHLys Red 既存色素
Merged with LAMP1 Merged with LAMP1
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最新情報へ

利用装置

同仁E296  

顕微鏡

最新情報へ

利用装置

同仁A558  

顕微鏡
蛍光蛍光

本キットは、目的物質のエンドサイトーシスによる取り込みを可視化することができるオールインワンのキットです。
キットに同梱の NH2-Reactive AcidSensor（蛍光プローブ）は、分子内に活性エステル基を持ち、アミノ基を有する目的物質（タンパク質）と
混合するだけで安定な共有結合を形成します。

共染色でエンドソームとの観察が可能に　ラベル化 IgG の細胞内取り込みの経時観察

細胞内の貪食経路を見る
pHセンサーラベル化キット
AcidSensor Labeling Kit – Endocytic Internalization Assay

AcidSensor Labeling Kit

      – Endocytic Internalization Assay
3 samples ※ ¥ 45,000 340-10041 A558

※ ＜使用回数の目安＞ 1 sample 当たり、50 ～ 200 µg の抗体やタンパク質に標識可能　  ・抗体やタンパク質は含まれていません。

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※エンドサイトーシス検出色素
ECGreen-Endocytosis Detection

本キットを用いて染色した AcidSensor 標識マウス IgG と小社エンドサイトーシス検出色素（メーカーコード : E296, ECGreen 

-Endocytosis Detection）を HeLa 細胞に添加し、10 分、20 分、180 分後の AcidSensor 標識体（紫）とエンドソーム膜を同時に観察しました。
その結果、AcidSensor 標識マウス IgG が経時的に細胞内に取り込まれ、その蛍光輝点がエンドソームと共局在していることから、IgG

がエンドサイトーシス経路で細胞内に取り込まれたことが確認されました。

検出条件
緑：ECGreen Ex = 405 nm, Em = 500-550 nm

紫：AcidSensor  Ex = 633 nm, Em = 650-700 nm

10 min10 min 20 min20 min 180 min180 min

検索E296 同仁

ECGreen-Endocytosis Detection は小胞膜に局在し、pH に依存して蛍光を発する試薬です。
そのため、蛍光アナログよりも直接的に初期エンドソームの段階から可視化することができます。

細胞内小胞輸送系を鮮明に可視化

エンドソームを追跡する
エンドサイトーシス検出試薬
ECGreen-Endocytosis Detection

ECGreen-Endocytosis Detection 40 µl ※ ¥ 48,200 342-09751 E296

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

※ ＜使用回数の目安＞　 40 μl あたり、35 mm dish 20 枚、μ-Slide 8 well 20 枚

※ 後期 Endosome、リサイクリングエンドソームとの
共染色画像は製品 HP に掲載しています。

観察条件
ECGreen-Endocytosis Detection : Ex=405 nm , Em=500-560 nm

初期 Endosome

（Rab5-RFP）
初期 Endosome

（Rab5-RFP）
ECGreenECGreen

MergeMerge

Endosomeの肥大化Endosomeの肥大化

ECGreen は初期 Endosome と共局在あり（黄）ECGreen は初期 Endosome と共局在あり（黄）
初期エンドソームとの共染色

ECGreen は Lysosome と共局在しないECGreen は Lysosome と共局在しない
LysosomeLysosome ECGreenECGreen

MergeMerge

リソソームとの共染色

××

Endosom 、リサイクリングエンドソームとの、リサイクリングエンドソームとの
共染色画像は製品 に掲載しています。

初期 Endosome

後期 Endosome

Lysosome

初期 Endosome

後期 Endosome

Lysosome

リサイクリング
エンドソーム
リサイクリングリサイクリングリサイクリング
エンドソーム
リサイクリング
エンドソーム ×リサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリングリサイクリング
エンドソームエンドソームエンドソームエンドソームエンドソームエンドソームエンドソームエンドソームエンドソーム ×

Wortmanninの作用

共染色画像は製品
Endosom

共染色画像は製品 に掲載しています。
、リサイクリングエンドソームとの、リサイクリングエンドソームとの

に掲載しています。共染色画像は製品 HP に掲載しています。共染色画像は製品
Endosom

共染色画像は製品 に掲載しています。
、リサイクリングエンドソームとの、リサイクリングエンドソームとの

に掲載しています。共染色画像は製品 HP に掲載しています。
Endosom 、リサイクリングエンドソームとの、リサイクリングエンドソームとの

共染色画像は製品 HP に掲載しています。
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オートファジーは、細胞内の不要なタンパク質・細胞内小器官等の再利用や代謝のための分解機構としての様々な疾患への関与が示唆さ
れています。 DAPRed, DAPGreen, DALGreen は培養細胞に添加するだけで簡便にオートファジーを検出できる蛍光試薬です。
オートファジーは、細胞内の不要なタンパク質・細胞内小器官等の再利用や代謝のための分解機構としての様々な疾患への関与が示唆さオートファジーは、細胞内の不要なタンパク質・細胞内小器官等の再利用や代謝のための分解機構としての様々な疾患への関与が示唆さ
れています。 DAPRed, DAPGreen, DALGreen は培養細胞に添加するだけで簡便にオートファジーを検出できる蛍光試薬です。

DAPRed, DAPGreen はオートファゴソーム膜
に取り込まれ蛍光を発します。一方、DALGreen 

は凝集タンパク質等が分解されるオートリソ
ソーム段階で蛍光を発します。
この様に DAPRed, DAPGreen, DALGreen は、
オートファゴソーム形成およびリソソームとの
融合・内容物の分解の過程を試薬の添加だけで
モニタリングすることができます。

DAPRed, DAPGreen はオートファゴソーム膜
に取り込まれ蛍光を発します。一方、DALGreen 

は凝集タンパク質等が分解されるオートリソ
ソーム段階で蛍光を発します。
この様に DAPRed, DAPGreen, DALGreen は、
オートファゴソーム形成およびリソソームとの
融合・内容物の分解の過程を試薬の添加だけで
モニタリングすることができます。

LC3 との高い相関

特性比較

測定原理

タイムラプスで検出

オートファジーを手軽に検出

RFP-LC3 発現 HeLa 細胞に DAPGreen 添加後、Rapamycin に
よりオートファジーを誘導しました。結果、DAPGreenと、LC3

が共局在する結果が得られました。

Ex=488 nm , Em=500-563 nm

スケールバー：10 µm

DALGreen で染色後の HeLa 細胞をアミノ酸不含培地にて培養
を開始し、6 時間までの細胞および蛍光像の変化を観察しました。
結果、オートファジーを誘導した細胞において、DALGreen の蛍
光の増大が確認されました。

LysosomeLysosome

オートファゴソーム凝集タンパク質
および細胞質成分 オートリソソーム

オートファゴソーム段階から検出
・LC3との高い相関（DAPGreen、DAPRed）
・DALGreenと共染色できる（DAPRed）
・プレートリーダーで簡便に検出（DAPGreen）

オートファジー分解段階から検出
・酸性条件下（オートリソソーム）で蛍光が増大
・蛍光強度の増大で分解過程を評価
・タイムラプス解析に対応

DAPGreen DAPRed DALGreen

DAPGreenDADADADADADADADADAAAADADADADADADADADAPGPGPGPGPGPGPGPPGPGPGPGPGPGPGPGPPPPP rerererererererererererererereeneneneneneneneneneneneDAPGreen tagRFP-LC3tatatatatatatatatatatatatatatatatatagRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRgRFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFPFP-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-L-LCC3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3CtagRFP-LC3 mergemememememememememeergrgrgrgrgrggrgrgrggeeeeeeeeeemerge

検出条件 検出条件
Ex=405 nm, Em=500-550 nm

共焦点イメージングサイトメーター（横河電機株式会社：CQ1）

6:0066666666666666:::::::::::0000000000000000000000000000006:004:0044444444444444444444:::::::::::::00000000000000000000000000004:002:0022222222222222222222::::::::::::::000000000000000000000000000002:000:0000000000000000::::::::::::000000000000000000000000000000:00

DAPGreen DALGreen

タイムラプス動画を、小社 HP で公開中！

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

340-09291

340-09551

344-09191

D676

D677

D675

5 nmol

5 nmol

20 nmol

¥ 40,900

¥ 39,800

¥ 31,900

DAPGreen - Autophagy Detection

DAPRed - Autophagy Detection

DALGreen - Autophagy Detection

LC3-GFP

MDC

Cyto-ID など

LC3-GFP-RFP

                など

○

○

○

○

×

○

○

×

×

λex=425-475 nm

λem=500-560 nm

λex=500-560 nm

λem=690-750 nm

λex=350-450 nm

λem=500-560 nm

35 mm dish: 25枚分
（0.1 µmol/lで使用時）

35 mm dish: 25枚分
（0.1 µmol/lで使用時）

35 mm dish: 10枚分
（1.0 µmol/lで使用時）

DAPGreen

DAPRed

DALGreen

蛍光顕微鏡 フローサイト
メーター

プレート
リーダー

対応装置
蛍光特性 使用回数の目安 既存検出法

最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁

最新情報へ

利用装置

同仁

オートリソソーム検出蛍光試薬
DALGreen - Autophagy Detection

オートファゴソーム検出蛍光試薬
DAPGreen - Autophagy Detection

DAPRed - Autophagy Detection
D677

顕微鏡

D676

D675

蛍光

顕微鏡
蛍光

顕微鏡 FCM

FCM

プレート
リーダー

蛍光蛍光
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10 µl※ ¥ 49,000 342-09991 C554

圧倒的に高感度な蛍光免疫染色法

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

本製品では、細胞表面タンパク質に対する一次抗体、β-Galactosidase 標識二次抗
体、およびβ-Galactosidaseの蛍光基質 CLAMP F405を使用します。
細胞表面のβ-Galactosidase に対し特異的に色素が反応し、低発現な抗原でも高感
度に細胞を蛍光染色できます。

本製品では、細胞表面タンパク質に対する一次抗体、β-Galactosidase 標識二次抗
体、およびβ-Galactosidaseの蛍光基質 CLAMP F405を使用します。
細胞表面のβ-Galactosidase に対し特異的に色素が反応し、低発現な抗原でも高感
度に細胞を蛍光染色できます。

※本製品は九州大学の片山佳樹先生から技術指導、情報提供いただき開発した製品です。※本製品は九州大学の片山佳樹先生から技術指導、情報提供いただき開発した製品です。

ご注意：本手法は、表面抗原の局在を確認することはできません。ご注意：本手法は、表面抗原の局在を確認することはできません。

参考文献： Noguchi, K. et al., “β-Galactosidase-Catalyzed Fluorescent Reporter Labeling of Living Cells for 
Sensitive Detection of Cell Surface Antigens”, Bioconjugate Chem., 2020, 31(7), 1740–1744.

高感度・高選択性・高滞留性を実現

FFPE組織切片 -ヒト小腸での実績

※画像提供：京都大学医学部附属病院病理診断科　平田勝啓先生

CLAMP F405-Signal Boosting
※一次抗体、β-Galactosidase標識二次抗体は含まれておりません。

PD-L1 発現誘導させた HepG2 細胞と CFSE※で染色したコ
ントロール細胞を準備し、この二つの細胞を混合したサンプ
ルを CLAMP 法を用いて PD-L1 発現細胞の検出を行いまし
た。CLAMP 法にて染色された細胞は CFSE 染色細胞とは局
在が一致せず、染め分けていることが確認できました。
これにより、二次抗体法では検出困難であった HepG2細胞
の PD-L1 発現を正確に染め分けられていることが分かりま
した。

※ CFSE: 5- or 6-（N-Succinimidyloxycarbonyl）fluorescein 3’,6’-diacetate

ヒト小腸の FFPE組織切片上で αSMA(α-smooth muscle 

actin)とケラチンを、それぞれ CLAMP法とチラミド法
（TSA法 : Tyramide signal amplification）で検出しました。
結果、鮮明に染め分けができ、他の染色法との多重染色
が可能であることが分かりました。

    HepG2細胞
・PD-L1発現誘導
  （INF-γ処理） 混合

    HepG2細胞
・PD-L1発現誘導なし
・CFSEで蛍光染色

β-Galactosidase

標識二次抗体

1時間 1時間 30分間

抗 PD-L1抗体 CLAMP F405

CLAMP染色
PD-L1発現なし

HepG2細胞
PD-L1発現
HepG2細胞

DAPI filter GFP filter Merge Bright Field Merge（Bright Field）

C
L
A

M
P
染
色

PD-L1発現なしPD-L1発現なしPD-L1発現PD-L1発現

CLAMP法 TSA（Alexa Fluor® 594） Merge

α-SMAα-SMA KeratinKeratin

細胞表面タンパク質の特異的検出には、蛍光標識抗体を用いた方法が広く利用されていますが、発現量の少ない表面抗原に対してこの
方法は感度が低く、適用が困難な場合があります。CLAMP F405-Signal Boostingは、既存品の課題である検出感度を解決した色素です。

発現量の少ない表面抗原を高感度に検出

実験例

CLAMP法（酵素：βGal） 蛍光標識二次抗体法（Alexa Fluor® 405） Control

使用細胞：HeLa細胞    抗原：CD44
検出装置：（左）蛍光顕微鏡 Ex=340–380 nm, Em=435–485 nm
                  （右）フローサイトメーター Ex=405 nm, Em=425–575 nm

免疫染色用青色蛍光基質
CLAMP F405-Signal Boosting

最新情報へ

利用装置

同仁C554

顕微鏡 FCM
プレート
リーダー
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簡便に高純度エクソソームを回収する

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

ExoIsolator Exosome Isolation Kit は超遠心法と同等の回収率で簡便に細胞培養上清由来のエクソソームを得ることができるエクソソー
ム精製キットです。本キットは、培養上清をろ過するだけでフィルター上にエクソソームが捕集されるため、複雑な操作が必要なく、短時間
でエクソソーム回収が可能です。

ExoIsolator Exosome Isolation Kit は超遠心法と同等の回収率で簡便に細胞培養上清由来のエクソソームを得ることができるエクソソー
ム精製キットです。本キットは、培養上清をろ過するだけでフィルター上にエクソソームが捕集されるため、複雑な操作が必要なく、短時間
でエクソソーム回収が可能です。

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 100011000 100

139 144

300 400 500 600 700 800 900 10001100

ExoIsolator Exosome Isolation Kit はキット同梱の専用装置とフィ
ルターを組み立て、細胞培養上清をろ過し、フィルター表面に PBS

を加えエクソソーム懸濁液を回収します。回収過程におけるエク
ソソーム回収の損失を最小限に抑えることができ、回収操作も手
技の差が出にくい操作工程です。

動画で操作手順を詳しく動画で操作手順を詳しく

エクソソーム回収法で最も良く使用される超遠心法と本キットのそれぞれを用いて、HEK293S 細胞の培養上清から回収したエクソ
ソームの粒度分布（左図）、粒子数（右図（a））とエクソソームマーカーの発現量（右図（b））をそれぞれ比較しました。
本キットは超遠心法と同等の粒度分布、粒子数のエクソソームを回収でき、さらに同タンパク質当たりのエクソソームマーカーの発現
量が多いことから、超遠心法よりも純度の高いエクソソームが回収できていることが分かりました。

Filter Holder と Isolation Filter 一式が入った
セット品です。Filter Holder はオートクレーブ
滅菌することで再使用可能です。

セット内容
・Filter Holder ×1

・Isolation Filter  ×3

・ピンセット　   ×1

ナノ粒子トラッキング解析（NTA法）による
精製エクソソームの粒度分布解析結果

※サンプル処理量の目安：培養上清の場合、フィルター 1枚で 25 mlを推奨。

ExoIsolator Exosome Isolation Kit

メーカーコード :EX10

初めてお使いの方は

細胞上清をろ過細胞上清をろ過 エクソソームを回収エクソソームを回収

超遠心法超遠心法 ExoIsolatorExoIsolator

ピンセットピンセット

Isolation Filter ×3Isolation Filter ×3

Filter HolderFilter Holder

消耗品であるフィルターのみを、
10枚同梱しています。

ExoIsolator Isolation Filter

メーカーコード :EX11

既にキットをお持ちの方は

Isolation Filter ×10Isolation Filter ×10

ExoIsolator Exosome Isolation Kit

ExoIsolator Isolation Filter

3 tests

10 pieces

¥ 78,100

¥ 95,200

EX10

EX11

340-09931

347-09941

テクニック不要の操作性

超遠心法と同等の回収実績

フィルターホルダーは再使用可能

粒子数とマーカータンパク発現量

回収粒子数の比較（a） （b） エクソソームマーカーの発現量の比較

超遠心法と ExoIsolatorの比較

最新情報へ
同仁EX10  

エクソソーム精製キット
ExoIsolator Exosome Isolation Kit／ ExoIsolator Isolation Filter
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エクソソームを確かに観る

メーカーコード富士フイルム和光純薬希望納入価格容量品名

ExoSparkler シリーズは、精製されたエクソソームの膜またはタンパク質を染色し、細胞に取り込まれるエクソソームをイメージングする
ことができます。
ExoSparkler シリーズは、精製されたエクソソームの膜またはタンパク質を染色し、細胞に取り込まれるエクソソームをイメージングする
ことができます。

フィルトレーションチューブ
（本キット）

ゲルろ過法

50% 程度

10% 程度

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit-Deep 

Red または他社製品 P（緑または赤）で染色したエク
ソソームを HeLa 細胞へ添加し、細胞内へ取り込まれ
るエクソソームを蛍光顕微鏡で確認した結果、製品 P

（緑または赤）で染色したエクソソームにおいては、色
素の凝集が疑われる細胞外の蛍光輝点が確認されま
した。

①細胞外で凝集しない

ExoSparkler シリーズは、エクソソームの標識に最適化したプロトコルに加え、蛍光標識後の未反応色素を除去できるフィルトレーショ
ンチューブを同梱しているため、簡単な操作で蛍光標識エクソソームを調製できます。

※ 小社での実施例：精製前後のエクソソーム粒子数を
 NTA（ナノ粒子トラッキング解析）で比較

②このキットだけで蛍光標識から精製まで

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit （Green, Red, Deep Red）で染色する
前後のエクソソームについて、NTA（ナノ粒子トラッキング解析）とゼータ電位を測
定した結果、本製品はエクソソームの性質にほとんど影響を及ぼさないことが確認
されました。比較データは製品 HP に掲載しています。

③エクソソームの性質にほとんど影響しない

観察条件
本製品 Deep Red（紫）：Ex=640 nm / Em=640-760 nm

S 社 製品 P（緑）：Ex=561 nm / Em=560-620 nm

S 社 製品 P（赤）：Ex=640 nm / Em=650-700 nm

本製品 Deep Red（紫）と製品 P（緑）の共染色 本製品 Deep Red（紫）と製品 P（赤）の共染色

細胞外の蛍光輝点

細胞外の蛍光輝点

ExoSparklerシリーズにおける染色工程ExoSparklerシリーズにおける染色工程 精製手法（未反応色素の除去）と回収率の比較
回収率※回収率※

精製された
エクソソーム

精製された
エクソソーム

蛍光標識
エクソソームの回収

フィルトレーションチューブ

 NTA（ナノ粒子トラッキング解析）で比

フィルトレーションチューブ

 NTA

蛍光標識
エクソソームの回収

エクソソームの染色
（37℃、 30 分）

未反応色素の除去
（3,000×g、 5 分）

エクソソームの洗浄 × 2
（3,000×g、 5 分）

キットに同梱
Filtration Tube

キットに同梱
Filtration Tube

PBSPBSstock solutionstock solution

本製品によるエクソソーム染色前後での粒子径比較
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未染色のエクソソーム
Mem-Green

Mem-Red

Mem-Deep Red

エクソソーム膜
ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit-Green

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit-Red

ExoSparkler Exosome Membrane Labeling Kit-Deep Red

エクソソームタンパク質
ExoSparkler Exosome Protein Labeling Kit-Green

ExoSparkler Exosome Protein Labeling Kit-Red

ExoSparkler Exosome Protein Labeling Kit-Deep Red

5 samples ※

5 samples ※

5 samples ※

5 samples ※

5 samples ※

5 samples ※

¥ 26,800

¥ 26,800

¥ 26,800

¥ 21,400

¥ 21,400

¥ 21,400

343-09661

340-09671

347-09681

344-09691

347-09701

344-09711

EX01

EX02

EX03

EX04

EX05

EX06

※ 精製済エクソソーム（超遠心法）として、タンパク質：1-10 µg/sample、粒子数：10-100×108 個 /sample

エクソソームの染色に ExoSparkler シリーズが選ばれる3つの理由

最新情報へ

利用装置

同仁EX01  エクソソーム膜・タンパク質蛍光染色キット
ExoSparkler Exsosome Membrane / Protein Labeling Kit Green / Red / Deep Red

顕微鏡
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一次抗体法で免疫実験の幅が広がる

Dojindo Labeling Kit series はお手持ちの一次抗体に直接蛍光色素やビオチン、酵素を標識できるキットです。Dojindo Labeling Kit series はお手持ちの一次抗体に直接蛍光色素やビオチン、酵素を標識できるキットです。

少ないステップ 交差性を気にしない 免疫沈降に便利

※ 標識操作により、抗体中のアミノ基に標識体が結合します。そのため抗体によっては抗原認識能が失われる場合があります。ご不明な点は、小社カスタマーサポートへお問合せ下さい。

ステップ①

ステップ②
同種の一次抗体が
使えない…

同種の一次抗体が
使える！

二次抗体法 一次抗体法　ブロッキング

　一次抗体反応

二次抗体法 一次抗体法 非特異検出を回避

二次抗体は
必要ありません。

分子量
50,000

25,000

免疫グロブリンのバンドと

重なる可能性あり

免疫グロブリンのバンドと

重なる可能性あり

目的のタンパク質

のみを検出

目的のタンパク質

のみを検出

製品を使用した論文を、各製品ページよりご覧いただけます。

製品の選び方製品の選び方
抗体標識キット抗体標識キット抗体標識キット

Dojindo Labeling Kit series

サンプル量・種類 標識対象 品名 容量 希望納入価格 富士フイルム
和光純薬

メーカー
コード

10 μg 抗体 -NH2 Ab-10 Rapid Biotin Labeling Kit ※ 3 samples ¥ 20,500 LK37

-NH2 Biotin Labeling Kit -NH2
※ 3 samples ¥ 15,000 LK03

-SH Biotin Labeling Kit -SH 3 samples ¥ 15,000 LK10

1 mg 抗体・
タンパク質

-NH2 Biotin Labeling Kit - NH2（for 1mg）※ 1 sample ¥ 26,200 LK55

1-5 mg 抗体・
タンパク質

-NH2 Biotinylation Kit （Sulfo-OSu）※ 1 set （4回） ¥ 46,900 BK01

10 μg 抗体 -NH2 Ab-10 Rapid Fluorescein Labeling Kit ※ 3 samples ¥ 27,300 LK32

50-200 μg 抗体・
タンパク質 -NH2 Fluorescein Labeling Kit -NH2

※ 3 samples ¥ 26,000 LK01

Ab-10 Rapid HiLyte Fluor™ 555 Labeling Kit -NH2
※ 3 samples ¥ 27,300 LK35

HiLyte Fluor™ 555 Labeling Kit -NH2
※ 3 samples ¥ 26,200 LK14

Ab-10 Rapid HiLyte Fluor™ 647 Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 27,300 LK36

HiLyte Fluor™  647 Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 27,700 LK15

3 samples ¥ 55,900

10 μg 抗体 -NH2 Ab-10 Rapid R-Phycoerythrin Labeling Kit ※ 3 samples ¥ 31,900 LK34

-NH2 R-Phycoerythrin Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 53,500 LK23

-SH R-Phycoerythrin Labeling Kit-SH 3 samples ¥ 50,400 LK26

-NH2 Allophycocyanin Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 53,500 LK21

-SH Allophycocyanin Labeling Kit-SH 3 samples ¥ 50,400 LK24

10 μg 抗体 -NH2 Ab-10 Rapid Peroxidase Labeling Kit ※ 3 samples ¥ 21,600 LK33

-NH2 Peroxidase Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 21,300 LK11

-SH Peroxidase Labeling Kit-SH 3 samples ¥ 21,300 LK09

1 mg 抗体・
タンパク質

-NH2 Peroxidase Labeling Kit - NH2（for 1mg）※ 1 sample ¥ 37,200 LK51

-NH2 Alkaline Phosphatase Labeling Kit-NH2
※ 3 samples ¥ 26,000 LK12

-SH Alkaline Phosphatase Labeling Kit-SH 3 samples

348-92021

347-90891

348-90941

344-91141

346-90621

343-91851

347-90911

347-91991

348-91041

344-92001

345-91051

345-91431

347-91871

347-91011

344-91021

349-90971

346-90981

340-91861

348-90821

345-90831

340-91121

343-90871

346-90861¥ 26,000 LK13

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

-NH2

10 μg 抗体 -NH2

-NH2

10 μg 抗体 -NH2

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

50-200 μg 抗体・
タンパク質

ICG Labeling Kit-NH2
※ LK31-NH2

ビオチン

蛍光色素蛍光色素

蛍光タンパク質蛍光タンパク質

酵素酵素

ビオチンビオチン

FluoresceinFluorescein

HiLyte FluorHiLyte Fluor

PeroxidasePeroxidase

Alkaline

Phosphatase

Alkaline

Phosphatase

R-PhycoerythrinR-Phycoerythrin

AllopycocyanineAllopycocyanine

ICGICG

解析方法

一次抗体法のココがいい！

ラインナップ一覧

FCM

顕微鏡

プレート
リーダー

ウエスタン
ブロット

FCM

顕微鏡

FCM

顕微鏡

顕微鏡

プレート
リーダー

ウエスタン
ブロット

サンプル量・種類 標識対象 品名 容量 希望納入価格 富士フイルム
和光純薬

メーカー
コード 解析方法

サンプル量・種類 標識対象 品名 容量 希望納入価格 富士フイルム
和光純薬

メーカー
コード 解析方法

サンプル量・種類 標識対象 品名 容量 希望納入価格 富士フイルム
和光純薬

メーカー
コード 解析方法
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利用装置から探す

プレートリーダープレートリーダープレート
リーダー

細胞増殖 / 毒性測定  　　　 … 5

生細胞・死細胞測定  　　　 … 6

細胞数補正  　　　 … 7,9

グルコース測定  　　　 … 9

乳酸測定   　　　 … 9

NAD＋/NADH・NADP＋/NADPH 測定　 …  10

グルタミン・グルタミン酸測定 　　　 …  11

α- ケトグルタル酸測定 　　　 …  12

ATP測定   　　　 …  12

解糖系 / 酸化的リン酸化測定 　　　 …  13

ADP/ATP比測定  　　　 …  13

グルコース取り込み検出 　　　 …  14

アミノ酸取り込み検出 　　　 …  14

シスチン取り込み検出 　　　 …  15

脂肪酸取り込み検出  　　　 …  15

ミトコンドリア膜電位検出 　　　 …  18

酸素消費速度プレートアッセイ 　　　 …  19

ミトコンドリアスーパーオキサイド検出  …  20

トータル ROS検出  　　　 …  23

耐光性トータル ROS検出 　　　 …  23

脂質過酸化検出  　　　 …  24

マロンジアルデヒド測定 　　　 …  24

細胞内鉄イオン測定  　　　 …  25

グルタチオン定量  　　…  25,12

SA-β-gal 検出（プレートアッセイ）　　 …  27

脂肪滴測定  　　　 …  29

リソソーム染色  　　　 …  32

リソソーム pH 検出  　　　 …  32

オートファゴソーム検出 　　　 …  34

免疫染色用青色蛍光基質 　　　 …  35

一次抗体標識  　　　 …  38

細胞増殖 / 毒性測定  　　　 … 5

生細胞・死細胞測定  　　　 … 6

細胞数補正  　　　 … 7,9

グルコース測定  　　　 … 9

乳酸測定   　　　 … 9

NAD＋/NADH・NADP＋/NADPH 測定　 …  10

グルタミン・グルタミン酸測定 　　　 …  11

α- ケトグルタル酸測定 　　　 …  12

ATP測定   　　　 …  12

解糖系 / 酸化的リン酸化測定 　　　 …  13

ADP/ATP比測定  　　　 …  13

グルコース取り込み検出 　　　 …  14

アミノ酸取り込み検出 　　　 …  14

シスチン取り込み検出 　　　 …  15

脂肪酸取り込み検出  　　　 …  15

ミトコンドリア膜電位検出 　　　 …  18

酸素消費速度プレートアッセイ 　　　 …  19

ミトコンドリアスーパーオキサイド検出  …  20

トータル ROS検出  　　　 …  23

耐光性トータル ROS検出 　　　 …  23

脂質過酸化検出  　　　 …  24

マロンジアルデヒド測定 　　　 …  24

細胞内鉄イオン測定  　　　 …  25

グルタチオン定量  　　…  25,12

SA-β-gal 検出（プレートアッセイ）　　 …  27

脂肪滴測定  　　　 …  29

リソソーム染色  　　　 …  32

リソソーム pH 検出  　　　 …  32

オートファゴソーム検出 　　　 …  34

免疫染色用青色蛍光基質 　　　 …  35

一次抗体標識  　　　 …  38

：ffwk.fujifilm.co.jp

：0120 - 052-099

URL

Free Dial ：0120 - 052-806Free Fax

：www.dojindo.co.jpURL

製造元・国内問合せ先

国内販売元 取扱店

1） 記載価格は本体価格のみで、消費税等は含まれておりません。

2） 記載価格はこのパンフレット編集時（2023年 5月）における希望納入価格です。予告なしに変更する場合がございますのでご注意ください。

3） 試験・研究用のみに使用するものです。医療用その他の目的には使用できません。 

4） 記載の社名・商品名等の名称は、小社または各社の商標です。

1） 記載価格は本体価格のみで、消費税等は含まれておりません。

2） 記載価格はこのパンフレット編集時（2023年 5月）における希望納入価格です。予告なしに変更する場合がございますのでご注意ください。

3） 試験・研究用のみに使用するものです。医療用その他の目的には使用できません。 

4） 記載の社名・商品名等の名称は、小社または各社の商標です。

Ⓒ Dojindo Laboratories. All Right Reserved.

マイトくんマイトくん

オンラインセミナー情報も配信。オンラインセミナー情報も配信。

@dojindoInfo@dojindoInfo

「実験系に沿った製品情報が知りたい」
「実験に利用できるキットがあるのか…」など

カスタマーサポートへ お気軽にお問合せください

dojindo.co.jp/contact/

同仁化学は、製品のご利用前からサポート

蛍光顕微鏡蛍光顕微鏡顕微鏡

グルコース取り込み検出 　　　 …  14

アミノ酸取り込み検出 　　　 …  14

脂肪酸取り込み検出  　　　 …  15

ミトコンドリア染色  　　　 …  17

免疫染色用ミトコンドリア検出 　　　 …  17

ミトコンドリア膜電位検出 　　　 …  18

脂溶性過酸化物検出  　　　 …  19

ミトコンドリアスーパーオキサイド検出  …  20

一重項酸素検出  　　　 …  20

マイトファジー検出  　　　 …  21

ミトコンドリア鉄イオン検出  　　　 …  21

トータル ROS検出  　　　 …  23

耐光性トータル ROS検出 　　　 …  23

脂質過酸化検出  　　　 …  24

過酸化脂質検出  　　　 …  24
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